
JOURNAL
OF

THE FACULTY OF HUMANITIES
THE UNIVERSITY OF KITAKYUSHU

The Department of Comparative Culture
The Faculty of Humanities

The University of Kitakyushu
2 0 1 3

No. 82        March  2013

CONTENTS

On Acquisition of the Psychological Notion of “Percept” in Japanese Modern 

Literature in the Meiji era

 Mika BABA ………… 1



－ 1－

・
要
旨

　

一
九
世
紀
に
登
場
し
二
〇
世
紀
に
か
け
て
発
展
し
た
欧
米
の
生
理
学
的

な
心
理
学
は
、
日
本
の
近
代
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
と
く

に
写
実
志
向
と
の
関
連
か
ら
「
知
覚
」
と
い
う
概
念
の
受
容
が
、
文
学
の

主
題
・
表
現
を
根
本
的
に
変
質
、変
容
さ
せ
て
い
る
。明
治
期
に
つ
い
て
は
、

哲
学
的
な
心
理
学
か
ら
自
然
科
学
的
な
心
理
学
へ
の
移
行
の
影
響
が
如
実

に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
人
間
を
複
雑
な
心
理
学
的
諸
要
素
に
よ
っ
て

描
く
作
品
が
模
索
さ
れ
た
。

・
キ
ー
ワ
ー
ド

心
理
学
、
知
覚
、
須
藤
南
翠
、
北
村
透
谷
、
尾
崎
紅
葉
、
夏
目
漱
石
、

谷
崎
潤
一
郎
、
北
原
白
秋
、
森
鷗
外
、
有
島
武
郎

は
じ
め
に

　

一
九
世
紀
末
の
明
治
中
期
に
、小
説
の
近
代
化
を
説
い
た
坪
内
逍
遙
は
、

『
小
説
神
髄
』（
一
八
八
五
・
明
治
一
八
年
）
に
「
小
説
の
主
脳
は
人
情
な

り
、
世
態
風
俗
こ
れ
に
次
ぐ
」
と
記
し
、
と
く
に
こ
の
「
人
情
」
に
つ
い

て
「
心
理
学
の
道
理
」
に
基
づ
き
描
く
べ
き
と
し
た
。『
小
説
神
髄
』
を

批
判
し
た
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
二
葉
亭
四
迷
の「
小
説
総
論
」（『
中

央
学
術
雑
誌
』
一
八
八
六
・
明
治
一
九
年
四
月
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
逍

遙
の
心
理
学
を
重
視
す
る
主
張
に
、
否
を
唱
え
た
も
の
は
管
見
の
限
り
見

当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
後
も
心
理
学
は
、
二
〇
世
紀
の
文
学
と
不
即

不
離
の
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　

一
九
世
紀
にPhilosophy

（
哲
学
）
か
ら
分
岐
し
たPsychology

（
心

理
学
）
が
、
学
問
領
域
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
心

理
学
実
験
室
を
設
立
し
た
Ｗ
・
ヴ
ン
ト
が
、
心
理
学
を
学
ぶ
公
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
た
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
と
さ
れ
る
。
ヴ
ン
ト

よ
り
前
に
同
大
に
在
職
し
て
い
た
哲
学
者
に
し
て
心
理
学
者
の
Ｇ
・
フ
ェ

ヒ
ナ
ー
は
、
す
で
に
『
精
神
物
理
学
綱
要
』（
一
八
六
〇
年
）
に
お
い
て
、

精
神
と
肉
体
の
関
係
を
実
験
や
測
定
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
張

し
て
お
り
、
実
験
心
理
学
の
祖
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
心
理
学
は

自
然
科
学
の
領
域
に
あ
る
生
理
学
・
物
理
学
へ
と
接
近
し
、
人
間
を
物
理

的
な
対
象
と
み
な
す
研
究
を
押
し
進
め
て
い
た
。
逍
遙
が
『
小
説
神
髄
』

　
　
「
知
覚
」
の
心
理
学
と
日
本
近
代
文
学
（
明
治
編
）

馬 

場 

美 

佳　
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を
執
筆
し
て
い
た
頃
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
心
理
学
は
、
Ｊ
・
ヘ

ヴ
ン
、Ａ
・
ベ
イ
ン
の
も
の
で
あ
り
、日
本
初
の
本
格
的
な
心
理
学
書
『
心

理
学
』（
一
八
七
五
―
七
六
・
明
治
八
―
九
年　

文
部
省
）
は
、
ア
メ
リ

カ
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
ヘ
ヴ
ン
の
『
知
・
情
・
意
を
含
む

精
神
哲
学
』（M

ental Philosophy Including Intellect, Sensibility, and 

W
ill 1860

）
を
西
周
が
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
自
然
科
学
の

物
理
法
則
を
意
識
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ
実
験
心
理
学
が
主
流

と
な
る
前
の
段
階
の
心
理
学
で
あ
っ
た
。
だ
が
『
小
説
神
髄
』
か
ら
数
年

以
内
に
、
先
の
ヴ
ン
ト
や
ア
メ
リ
カ
の
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
も
と
で
学
ん

で
帰
朝
し
た
学
者
た
ち
が
、
教
育
や
翻
訳
で
活
躍
し
、
二
〇
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
は
最
新
の
心
理
学
が
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
移
入
さ
れ
て
い
く
よ

う
に
な
る
。

　

日
本
は
、
立
て
続
け
に
心
理
学
の
新
し
い
学
説
に
接
す
る
よ
う
に
な
る

わ
け
だ
が
、
そ
の
理
解
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
概
念
の
ひ
と
つ
が
「
知

覚
」
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
心
理
学
用
語
と
し
て
の
「
知
覚
」
が
、

心
理
学
説
ご
と
に
定
義
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
も
広
ま
っ
て
い
く
様
相

を
捉
え
つ
つ
、
そ
れ
が
文
学
の
内
容
や
表
現
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
切

り
拓
い
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
主
に

明
治
期
に
つ
い
て
叙
述
す
る
。（
引
用
文
中
の
傍
線
お
よ
び
〔　

〕
内
の

補
足
は
す
べ
て
論
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
送
り
仮
名
も
適
宜
補
っ

て
い
る
。）

一
、「
感
覚
」
を
「
知
覚
」
す
る
―
連
合
心
理
学
の
移
入

　

欧
米
の
研
究
書
の
紹
介
・
翻
訳
に
よ
っ
て
心
理
学
の
受
容
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
明
治
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
漢
語
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
「
知
覚
」
の
語
意
が
、
し
だ
い
に
心
理
学
用
語
の
そ
れ
へ
と
変
容

し
て
い
く
時
期
と
な
る
。
当
初
は
対
応
す
る
原
語
が
複
数
あ
る
状
況
が

あ
っ
た
が
、
次
第
にperception

が
優
勢
に
な
り
、「
知
覚
」
の
原
語
と

し
て
定
着
し
は
じ
め
る
の
が
一
八
八
〇
年
代
半
ば
、
明
治
一
〇
年
代
末
か

ら
で
あ
る
。訳
語
が
安
定
し
て
い
く
背
景
に
は
、心
理
学
に
お
い
て「
感
覚
」

と
「
知
覚
」
を
区
別
し
、
同
時
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
結
び
つ
け
、
比

較
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
こ

の
変
化
を
心
理
学
書
等
に
そ
く
し
て
概
観
し
て
い
く
が
、そ
の
前
に
、「
知

覚
」
の
心
理
学
用
語
化
の
歴
史
に
つ
い
て
は
す
で
に
国
語
学
分
野
の
蓄
積

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、二
〇
〇
一
年　

小
学
館
）
の
「
知
覚
」

の
語
誌
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

⑴ 

漢
籍
で
の
本
来
の
意
味
は
、
①
〔
知
り
さ
と
る
こ
と
。
知
り
感

じ
る
こ
と
。〕
で
心
が
外
界
の
事
物
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、日
本
で
は
多
く
仏
書
で
②〔
思
慮
分
別
を
も
っ
て
知
る
こ
と
。

心
で
外
界
の
事
物
を
認
識
す
る
働
き
。〕
の
意
に
用
い
ら
れ
た
。

⑵ 「
蘭
語
訳
選
」（
一
八
一
〇
）
で
はgavel

〔
感
覚
・
感
情
・
意
識
〕

の
訳
語
に
用
い
、
③
〔
感
覚
器
官
を
通
し
て
外
部
の
物
事
を
判

別
し
、意
識
す
る
こ
と
。
ま
た
、そ
の
は
た
ら
き
。〕
の
挙
例
「
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花
秘
訣
」（
一
八
二
〇
）
も
感
覚
器
官
の
働
き
を
指
し
て
い
る
か

ら
、「
感
覚
」
の
意
を
派
生
し
た
の
は
近
世
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

以
後
、
明
治
初
期
ま
でfeel, feeling, sense, sensation

の
訳
語

と
し
て
多
く
使
わ
れ
た
。

⑶ 
明
治
初
期
に
、
西
周
「
哲
学
断
片
」（
一
八
七
〇
〜
七
一
〔
明
治

三
―
四
年
〕）
な
ど
でperception

の
訳
語
に
用
い
ら
れ
、
明
治

後
期
以
後
、
こ
の
意
味
用
法
が
定
着
し
た
。

　

漢
籍
由
来
の
「
知
覚
」
は
、
仏
書
・
蘭
書
由
来
の
意
味
を
経
由
し
、
西

洋
心
理
学
用
語
と
し
て
の
意
味
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
本
研
究

の
目
的
は
、
⑶
の
自
然
科
学
由
来
の
心
理
学
用
語
で
あ
る
「
知
覚
」
が
、

⑴
⑵
を
含
意
し
て
い
る
様
も
考
慮
し
つ
つ
、
文
学
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を

も
た
ら
し
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、「
知

覚
」
とperception

が
対
応
す
る
概
念
と
し
て
安
定
し
て
い
く
ま
で
の
辞

書
・
術
語
集
・
心
理
学
書
に
、
ど
の
よ
う
な
定
義
が
み
ら
れ
た
か
を
概
観

し
て
い
く
。

　

Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
に
よ
る
幕
末
の
和
英
辞
書
『
和
英
語
林
集
成
』

（
一
八
六
七
・
慶
応
三
年
）
の
「C

hikaku 

チ
カ
ク 

知
覚 (oboe)
」
の
項

に
は
、「Feeling; sensation;　

sinke no chikaku w
a don ni naru

〔
神

経
の
知
覚
は
鈍
に
な
る
〕,the sensibility of the nerves is blunted

」
と

あ
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』語
誌
の
⑵「
感
覚
」の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
一
八
八
〇
年
頃
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
字
引
・
読
本
で
は

大
半
に
「
知
り
覚
え
」
の
意
と
あ
り
、
先
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
語
誌

⑴
の
意
が
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

先
に
も
ふ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
ヘ
ヴ
ン
が
著
し
、
西
周
が
訳
し
た

『
心
理
学
』
は
、
自
然
科
学
的
傾
向
よ
り
も
哲
学
的
傾
向
が
強
い
こ
と
も

あ
っ
て
、「
知
覚
」
と
い
う
項
目
が
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
後
、
日
本
に
、
自
然
科
学
寄
り
の
心
理
学
と
し
て
最
初
に
深
く
影

響
を
与
え
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
連
合
学
派
、
Ａ
・
ベ
イ
ン
、
Ｈ
・
ス
ペ
ン

サ
ー
、
Ｊ
・
サ
リ
ー
で
あ
る
。
経
験
論
を
ベ
ー
ス
に
、
心
理
を
観
念
の
連

合
と
し
て
と
ら
え
る
立
場
を
取
る
。
ま
ず
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
ベ
イ

ン
著
、そ
し
て
井
上
哲
次
郎
訳
、大
槻
文
彦
校
訂
の『
倍
因
氏　

心
理
新
説
』

（
一
八
八
二
・
明
治
一
五
年　

青
木
輔
清
刊
、M

ental science 1868

）
で

は
、perception

を
「
知
覚
力
」
と
し
、「
感
覚
と
云
ふ
は
単
に
外
物
の

為
に
五
官
に
生
じ
た
る
結
果
な
れ
ど
も
、
知
覚
力
は
心
の
外
な
る
某
物

よ
り
来
り
た
る
者
を
認
識
す
る
の
力
な
り
」
と
し
、「
感
覚
」
と
「
知
覚
」

を
対
比
的
に
結
び
つ
け
、比
較
に
よ
る
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て「
知

覚
」
は
脳
に
蓄
積
さ
れ
た
「
経
験
」
と
「
記
憶
」
と
に
よ
り
成
り
立
つ
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
各
心
理
学
書
に
お
い
て
「
知
覚
」

「
知
覚
力
」
がperception

の
訳
語
と
し
て
優
勢
に
な
っ
て
い
く
。
な
お
、

一
八
七
八（
明
治
一
一
）年
に
は
、東
京
大
学
の
各
学
部
で
科
目「
心
理
学
」

を
担
当
し
て
い
た
外
山
正
一
が
、
す
で
に
ベ
イ
ン
の
原
書
を
教
科
書
と
し

て
採
用
し
て
お
り
（『
法
理
文
学
部
第
七
年
報
』）、
翌
年
の
講
義
内
容
に

「
意
志
」「
記
憶
」「
想
像
」
と
と
も
に
「
知
覚
並
び
に
性
情
思
想
の
作
用
」

が
見
ら
れ
（
同
『
第
八
年
報
』）、一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
は
、「
精

神
と
身
体
の
関
係
」
と
と
も
に
「
知
覚
」
に
つ
い
て
教
授
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
（『
東
京
大
学
第
二
年
報
』）。
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明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
七
―
九
六
年
）
に
、
帝
国
大
学
や
高
等
師

範
学
校
を
は
じ
め
、
広
く
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
サ
リ
ー
が
著
し
たO

utlines of Psychology

（1884

）
で
あ
り
、
な

か
で
も
外
山
の
教
え
子
で
あ
る
有
賀
長
雄
が
訳
し
、
か
つ
サ
リ
ー
以
外

の
諸
説
も
加
え
た
『
教
育
適
用　

心
理
学
』（
一
八
八
六
・
明
治
一
九
年

九
月　

牧
野
書
房
）
が
多
く
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
原
題
にpsychology

が
付
い
た
書
の
最
初
の
翻
訳
で
も
あ
る
と
い
う
。
第
七
章
「
知
覚
力　

perception

」の「
感
覚
力
と
知
覚
力
と
の
関
係
」の
節
で
は
、「『
感
覚
』『
知

覚
』
の
二
語
は
、
世
人
の
往
往
混
同
す
る
所
な
れ
ば
、
先
ず
其
の
差
別
を

説
く
こ
と
緊
要
な
り
」
と
し
、「
感
覚
を
処
詰
〔Localization

＝
局
所
に

制
限
〕
し
て
之
を
実
物
に
帰
す
る
の
作
用
を
知
覚
と
云
ふ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
や
は
り
二
種
の
違
い
と
そ
の
連
動
か
ら
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目

し
た
い
の
は
、
自
然
科
学
的
心
理
学
の
用
語
と
し
て
誕
生
し
たpercept

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

人
の
一
物
を
知
覚
す
る
は
、
必
ず
そ
の
受
け
し
所
の
感
覚
を
実
物

に
帰
す
る
の
作
用
に
出
で
ざ
る
は
無
し
。
こ
の
作
用
の
結
果
、
即
ち

之
に
よ
つ
て
生
じ
た
る
心
状
を
知
覚
識
（percept

）
と
曰
ふ
。

　

さ
れ
ば
知
覚
力

0

0

0

の
作
用
は
、
感
覚
の
作
用
に
比
す
れ
ば
心
意
（
即

ち
大
脳
）
の
発
作
に
係
る
こ
と
更
に
深
き
者
た
る
を
知
る
べ
し
。
感

覚
に
在
て
は
心
意
は
主
と
し
て
所
動
即
ち
受
動
の
位
置
に
立
つ
に
反

し
て
、
知
覚
に
至
り
て
は
啻
に
感
覚
の
注
意
し
て
弁
異
し
統
同
す
る

の
み
な
ら
ず
（
是
れ
皆
発
動
の
作
用
な
り
）
又
受
く
る
所
の
印
象
よ

り
推
し
て
之
に
依
て
知
る
べ
き
外
界
の
実
物
に
達
せ
ん
と
せ
り
。

　

こ
こ
で
い
う「
知
覚
」の
作
用
の
結
果
と
し
て
の「
知
覚
識（percept

）」

と
は
、
現
在
の
心
理
学
で
「
知
覚
表
象
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
近
い
が
、

そ
れ
と
は
根
本
的
に
違
う
点
が
あ
る
。「
知
覚
」
が
、「
感
覚
」
を
直
接
受

用
し
て
外
界
を
理
解
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
み
な
さ
れ
て
い
た
点
で
大
き
く
異

な
る
の
で
あ
る
。
同
書
は
「
感
覚
あ
れ
ば
必
ず
知
覚
あ
る
事
」
と
も
主
張

し
て
お
り
、
こ
の
前
提
に
お
い
て
、
詳
し
く
「
知
覚
作
用
」
の
プ
ロ
セ
ス

を
分
解
し
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
知
覚
識
」
は
、「
現
在

の
感
覚
」
と
「
過
去
の
感
覚
」
と
を
「
元
素
」
に
し
た
「
複
雑
な
る
心

状
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
「
聚
合
」
さ
せ
る
作
用
、
す
な
わ
ち

触
覚
や
視
覚
の
過
去
の
経
験
を
蘇
ら
せ
「
復
現
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
知
覚
」
の
定
義
で
あ
る
「
直
現
的
再
現
作

用
（Presentative-R

epresentative Process

）」
を
紹
介
し
、「
感
覚
の
元

素
」
と
、「
復
現
の
元
素
」
＝
「
心
像
（M

ental Picture

）」
を
包
含
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
「
知
覚
」
と
は
、

心
意
の
先
づ
（
或
は
単
純
に
、
或
は
複
雑
な
る
）
感
官
印
象
を
弁
異

統
同
し
、
さ
て
之
を
補
成
す
る
に
蘇
起
感
覚
を
以
て
す
る
の
作
用
に

し
て
、
其
の
現
在
並
び
に
蘇
起
の
感
覚
を
統
結
し
、
以
て
一
個
の
知

覚
識
即
ち
今
現
に
虚
空
の
或
る
部
分
に
存
す
る
物
体
の
（
恰
も
斯
か

る
作
用
を
経
ず
し
て
直
に
得
た
る
所
た
る
が
如
き
）
認
得
即
ち
認
識

と
為
す
者
な
り

と
い
う
よ
う
に
「
感
覚
」
を
統
合
し
、
そ
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
を
認
識
す

る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

　

こ
のpercept
だ
が
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
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こ
れ
こ
そ
が
心
理
学
を
象
徴
す
る
用
語
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。perception

あ
る
い
はperceive

は
日
本
語
の
「
知
覚

（
す
る
）」
と
同
様
に
、
心
理
学
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
、
そ
の
意
味
は
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
語
誌
の
⑴
と
⑵
に
同
じ
で
あ
っ
た
（the ability to see, 

hear, or becom
e aw

are of som
ething through the senses. 

／the w
ay 

in w
hich som

ething is regarded, understood, or interpreted

）。
そ
し

て
一
九
世
紀
に
半
ば
に
、
心
理
学
的
な
意
味
（the neurophysiological 

processes, including m
em

ory, by w
hich an organism

 becom
es aw

are 

of interprets external stim
uli.

〔
外
的
刺
激
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
、
記

憶
を
含
め
た
神
経
生
理
学
的
な
プ
ロ
セ
ス
〕）
が
加
わ
る
。
そ
の
上
で

新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
概
念
が
、percept (an object of perception: a 

m
ental concept that is developed as a consequence of the process of 

perception) 

で
あ
り
、
訳
せ
ば
、「
知
覚
表
象
。
す
な
わ
ち
知
覚
の
プ
ロ

セ
ス
の
結
果
と
し
て
発
展
す
る
精
神
概
念
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｌ
・
ダ
ン
ト
ン
著
、
西
村
正
三
郎
訳
『
心
理
学
之
応
用
』（
尚
友
会
叢

書　

一
八
八
七
―
九
〇
・
明
治
二
〇
―
二
三
年　

普
及
社
）
の
第
十
九

章
「
知
覚
力
の
種
類
」
に
、「
か
つ
て
は
感
覚
と
知
覚
と
の
差
は
と
わ
な

か
つ
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
区
別
が
心
理
学
の
発
展
上
、
い
か

に
画
期
的
な
発
見
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。
ベ
イ
ン
の
心
理
学
書

の
翻
訳
に
も
関
わ
っ
て
い
た
大
槻
文
彦
に
よ
る
近
代
的
国
語
辞
書
『
言

海
』（
一
八
八
九
―
九
一
・
明
治
二
二
―
二
四
年　

自
費
刊
行
）
の
「
知

覚
」
の
項
に
は
、二
種
の
意
味
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、「
①
知
リ
覚
ル
コ
ト
。

②
耳
目
等
ノ
五
官
ニ
、
外
物
ノ
触
ル
ル
ヲ
感
ジ
テ
知
ル
コ
ト
。」
と
、「
感

覚
」
と
「
知
覚
」
の
区
別
を
明
ら
か
に
意
識
し
た
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

や
は
り
外
山
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
り
明
治
二
〇
年
代
を
代
表
す
る
哲

学
者
・
井
上
円
了
の
『
心
理
摘
要
』（
一
八
九
一
・
明
治
二
四
年
三
月　

哲
学
書
院
）
の
第
五
章
「
感
覚
相
集
り
て
知
覚
を
生
ず
る
。
知
覚
は
智
力

の
初
級
な
り
」
の
項
で
は
、「
感
覚
」
と
「
知
覚
」
の
区
別
に
つ
い
て
、「
感

覚
は
単
純
に
し
て
知
覚
は
複
雑
」、「
感
覚
は
外
物
の
刺
激
に
感
応
す
る
の

み
に
て
之
を
一
個
の
物
体
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
知
覚
は
外
物
の

地
位
を
認
定
し
之
を
一
物
と
し
て
識
了
す
る
な
り
」
と
し
、「
感
覚
」
は

受
動
的
に
し
て
再
現
作
用
少
な
く
、「
知
覚
」
は
能
動
的
に
し
て
再
現
作

用
が
多
い
と
み
な
す
。
単
純
な
「
感
覚
」
よ
り
も
複
雑
な
「
知
覚
」
を
優

位
に
お
く
進
化
論
的
な
説
明
が
み
ら
れ
る
。そ
し
て「
触
視
」の
二
種
を「
知

覚
」
に
密
接
な
感
覚
要
素
と
し
て
重
視
す
る
。「
感
覚
」
と
「
知
覚
」
と

い
う
全
体
性
を
持
つ
も
の
を
分
節
化
し
、
そ
の
違
い
に
注
目
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
と
く
に
後
者
が
「
智
力
の
初
級
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
「
心
」
の

重
要
な
働
き
と
し
て
、「
知
覚
力
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
「
知
覚
力
」
は
、
い
ち
早
く
教
育
学
の
領
域
で
重
視

さ
れ
て
い
た
。
能
勢
栄
説
『
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
教
育
説
』（
一
八
九
三
・

明
治
二
六
年
一
二
月　

鹿
島
新
太
郎
刊
）
で
は
、
こ
の
教
育
説
の
主
眼
は

「
知
覚
・
類
化
」
に
あ
り
、「
知
覚
」
が
有
効
な
の
は
「
感
覚
」
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、「
心
中
」
で
消
化
し
、
知
識
を
ひ
ろ
め
る
に
至
る
「
自
覚

す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
「
知
覚
」
は
「
感
覚
」
よ
り
も

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
知
的
人
間
に
と
っ
て
修
練
し
蓄
積
す
べ
き
能
力

の
第
一
と
な
る
。
こ
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
育
学
説
浸
透
に
は
、
帝
大
に



－ 6－

馬　場　美　佳

一
八
八
七
か
ら
八
九
（
明
治
二
〇
―
二
二
）
年
に
在
籍
し
特
約
生
教
育
学

科
で
教

を
と
っ
た
Ｅ
・
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
の
影
響
が
大
き
い
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
心
理
学
の
普
及
に
は
ほ
と
ん
ど
お
雇
い
外

国
人
教
師
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
経
由
の
欧
米
哲
学
系
心
理
学
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
連
合
学
派

系
の
心
理
学
へ
と
い
う
展
開
を
追
っ
て
、
最
新
の
心
理
学
説
の
紹
介
が
積

極
的
に
行
わ
れ
は
じ
め
た
時
期
に
、「
心
理
学
の
道
理
」
に
基
づ
い
て
描

く
こ
と
を
め
ざ
し
、
小
説
を
主
軸
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

た
文
学
に
も
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
は
い
え
、「
知
覚
」
と
い
う
言
葉

が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
、
具
体
的
に
「
知
覚
」
と
い

う
心
理
学
用
語
が
見
ら
れ
る
作
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

■
須
藤
南
翠
『
処
世
写
真　

緑
蓑
談
』（
一
八
八
八
・
明
治
二
一
年　

正

文
堂
）

斯
く
教
師
の
懇
篤
な
る
教
授
を
受
く
る
其
の
中
に
て
主
座
を
占
め
た
る

甲
の
生
徒
は
、
記
憶
と
い
ひ
ま
た
知
覚
と
い
ひ
、
群
生
徒
中
に
嶄
然
と

頭
角
を
し
も
顕
は
す
べ
き
穎
才
な
り
と
は
、
問
題
の
中
に
在
り
て
も
答

弁
の
聊
か
渋
滞
せ
ざ
る
を
見
て
其
の
俊
秀
を
察
す
べ
し
。（
発
端
）

　

南
翠
は
、
当
時
改
進
党
系
の
新
聞
に
お
い
て
政
治
小
説
の
書
き
手
と
し

て
人
気
を
博
し
て
お
り
、
そ
の
ピ
ー
ク
が
一
八
八
七
か
ら
八
九
（
明
治

一
九
―
二
一
）
年
で
あ
っ
た
。
本
作
は
、
前
編
部
分
が
一
八
八
七
（
明
治

一
九
）
年
に
『
改
進
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
雨
窓
漫
筆　

緑
蓑
譚
」
を

増
補
・
改
変
し
た
も
の
で
成
り
、
こ
れ
に
続
編
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

内
容
は
、
当
時
の
改
進
党
が
主
張
す
る
地
方
自
治
の
必
要
を
宣
伝
し
た
も

の
で
、主
人
公
の
越
山
卓
一
が
そ
れ
に
邁
進
し
て
行
く
姿
を
描
い
て
い
る
。

引
用
部
分
で
あ
る
「
発
端
」
は
、
卓
一
が
幼
少
時
に
教
師
か
ら
中
央
集
権

の
弊
を
学
び
地
方
自
治
の
重
要
さ
に
目
覚
め
て
い
く
様
子
を
描
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
新
聞
連
載
時
に
は
無
か
っ
た
章
で
あ
っ
た
。
そ
も
『
小
説
神

髄
』
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
政
治
小
説
批
判
の
書
で
も
あ
っ
た
わ
け

だ
が
、
南
翠
は
い
ち
早
く
逍
遙
流
の
小
説
改
良
運
動
に
呼
応
し
よ
う
と
し

て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
作
の
語
り
手
は
、
日
本
地
図
に
つ
い
て
教

師
が
質
問
し
、
十
三
歳
の
主
人
公
が
弁
舌
淀
み
な
く
答
え
る
神
童
ぶ
り
を

発
揮
す
る
場
面
で
、
他
の
生
徒
と
比
較
し
て
「
記
憶
」
と
「
知
覚
」
と
に

傑
出
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
主
人
公
の
優
秀
さ
が
、
心
理
学
的
、
教
育

学
的
に
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
当
時
最
新
の
人
間
観
に
よ
る

造
形
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

■
北
村
透
谷
「
我
牢
獄
」（『
女
学
雑
誌
』
一
八
九
二
・
明
治
二
五
年
六
月
）

是
の
如
き
も
の
我
牢
獄
な
り
、
是
の
如
き
も
の
我
恋
愛
な
り
、
世
は
我

に
対
し
て
害
を
加
へ
ず
、
我
も
世
に
対
し
て
害
を
加
へ
ざ
る
に
、
我
は

斯
く
籠
囚
の
身
と
な
れ
り
。我
は
今
無
言
な
り
、膝
を
折
り
て
柱
に
憑〔
も

た
〕
れ
、
歯
を

み
、
眼
を
瞑
し
つ
ゝ
あ
り
。
知
覚
我
を
離
れ
ん
と
す
、

死
の
刺
〔
は
り
〕
は
我
が
後
に
来
り
て
機
を
覗
へ
り
。「
死
」
は
近
づ
け

り
、
然
れ
ど
も
こ
の
時
の
死
は
、
生
よ
り
も
た
の
し
き
な
り
。
我
が
生

け
る
間
の
「
明
」
よ
り
も
、
今
ま
死
す
る
際
の
「
薄
闇
」
は
我
に
取
り
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て
あ
り
が
た
し
。暗
黒
！　

暗
黒
！　

我
が
行
く
と
こ
ろ
は
関〔
あ
づ
か
〕

り
知
ら
ず
。
死
も
亦
た
眠
り
の
一
種
な
る
か
も
、「
眠
り
」
な
ら
ば
夢
の

一
つ
も
見
ざ
る
眠
り
に
て
あ
れ
よ
。
を
さ
ら
ば
な
り
、
を
さ
ら
ば
な
り
。

　
「
我
牢
獄
」
の
主
人
公
は
「
も
し
我
に
い
か
な
る
罪
あ
る
か
を
問
は
ゞ

我
は
答
ふ
る
事
を
得
ざ
る
な
り
、
然
れ
ど
も
我
は
牢
獄
の
中
に
あ
り
。」

と
語
り
始
め
、
己
の
内
な
る
牢
獄
の
い
か
に
自
ら
を
拘
束
し
て
い
る
か
、

と
い
う
苦
衷
を
吐
露
し
て
い
く
。
そ
れ
は
囚
わ
れ
る
前
の
「
自
由
の
世
」

の
「
記
憶
」（
こ
れ
を
「
故
郷
」
と
呼
ぶ
）
を
思
う
た
め
で
あ
り
、ま
た
「
恋

愛
」
に
囚
わ
れ
て
さ
ら
に
「
悲
恋
」
の
た
め
に
身
動
き
な
ら
ず
絶
望
し
て

い
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
結
末
部
分
は
、
主
人
公
が
死
を
自
覚

し
て
以
降
の
心
中
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
に
「
眼
を
瞑
し
つ
ゝ
」、「
知
覚

我
を
離
れ
ん
と
す
」
と
あ
り
、「
感
覚
（
視
覚
）」
と
「
知
覚
」
と
を
連
動

さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
死
」
へ
向
か
う
状
況
を
表
現
し
て
い
る
。
興
味

深
い
の
は
、「
死
す
る
際
」
で
主
人
公
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
独
特
の
「
薄
闇
」

と
い
う
世
界
が
想
像
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
だ
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
「
死
」
の
「
知
覚
」
と
も
い
え
、
そ
の
先
の
「
暗
黒
」
を
想

像
し
つ
つ
も
知
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
。「
感
覚
」
か
ら
「
知
覚
」
へ
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
生
に
お
け
る
未
知
の

世
界
が
想
像
さ
れ
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
じ
透
谷

に
よ
る
次
の
二
つ
の
評
論
は
、「
知
覚
」
が
人
生
を
考
え
る
こ
と
と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

■
北
村
透
谷
「
実
行
的
道
徳
」（『
聖
書
之
友
雑
誌
』
一
八
九
三
・
明
治

二
六
年
四
月
）

人
生
に
満
足
す
る
の
道
二
つ
あ
り
、
其
一
は
何
事
に
も
頓
着
せ
ず
し
て

世
を
渡
る
こ
と
是
な
り
。
其
二
は
知
識
を
以
て
人
生
を
知
覚
し
た
る
上

に
て
世
を
渡
る
こ
と
是
な
り
。

■
北
村
透
谷
「
日
本
文
学
史
骨
、
第
一
回
、
快
楽
と
実
用
、
明
治
文
学
管

見
の
一
」（『
評
論
』
一
八
九
三
・
明
治
二
六
年
四
月
）

　
マ
シ
ユ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、「
人
生
の
批
評
と
し
て
の
詩
に
於
て
は
、

詩
の
理
、
詩
の
美
の
定
法
に
応
〔
か
な
〕
ふ
か
ぎ
り
は
、
人
生
を
慰
め
、

人
生
を
保
つ
こ
と
を
得
る
な
り
」
と
云
へ
り
。

　

文
学
が
一
方
に
於
て
、
人
生
を
批
評
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
余
も

之
を
疑
は
ず
。
然
れ
ど
も
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
言
ふ
如
く
、
人
生
の
批
評

と
し
て
の
詩
は
又
た
詩
の
理
と
詩
の
美
と
を
兼
ね
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
吾

人
文
学
を
研
究
す
る
も
の
は
、
単
に
人
生
の
批
評
の
み
を
事
と
せ
ず
し

て
、
詩
の
理
と
詩
の
美
と
を
も
究
む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
る
べ
し
。

　

人
生
を
慰
む
る
と
い
ふ
事
よ
り
、P

leasure 

な
る
も
の
が
、
詩
の

美
に
於
て
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
な
る
事
を
知
る
を
得
べ
し
。
人
生

を
保
つ
と
い
ふ
事
よ
り U

tility 

な
る
も
の
が
、
詩
の
理
に
於
て
、
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
な
る
事
を
知
る
べ
し
。
真
に
人
生
を
慰
め
、
真
に

人
生
を
保
つ
に
は
、
真
に
人
生
を
観
察
し
、
人
生
を
批
評
す
る
の
外
に
、

真
に
人
生
を
通
訳
す
る
こ
と
も
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
人
生
を
通
訳
す
る

に
は
、
人
生
を
知
覚

0

0

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
天
賦
の
詩
才
あ
る
人
は
、

人
間
の
性
質
を
明
ら
か
に
認
識
す
る
の
要
あ
る
な
り
。
然
ら
ざ
れ
ば
ヂ
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ニ
ア
ス
は
真
個
の
狂
人
の
み
、
靴
屋
に
も
な
れ
ず
、
秘
書
官
に
も
な
れ

ぬ
白
痴
の
み
。

　

人
生
（Life

）
と
い
ふ
事
は
、
人
間
始
ま
つ
て
よ
り
の
難
問
な
り
、

哲
学
者
の
夢
に
も
此
難
問
は
到
底
解
き
尽
く
す
可
ら
ず
と
は
、
古
人
も

之
を
言
へ
り
。
若
し
夫
れ
、
社
界
的
人
生
な
ど
の
事
に
至
り
て
は
、
或

は
鋭
利
な
る
観
察
家
の
眼
睛
に
て
看
破
し
得
る
こ
と
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、

人
生
の V

itality 

に
至
り
て
は
、
全
能
の
神
の
外
は
全
く
知
る
も
の
な

か
る
べ
し
。
故
に
詩
人
の
一
生
は
、
黙
示
の
度
に
従
ひ
て
、
人
生
を
研

究
す
る
も
の
に
し
て
、
感
応
の
度
に
従
ひ
て
、
人
生
を
慰
保
す
る
も
の

な
る
べ
し
。

　

同
じ
時
期
に
発
表
さ
れ
た
評
論
だ
が
、
前
者
の
「
知
覚
」
は
「
知
識
」

に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
透
谷
は
否
定
的
に
用
い
て

い
る
。
一
方
の
後
者
は
、「
文
学
が
人
生
に
相
渉
る
も
の
な
る
こ
と
」
を

信
じ
る
立
場
か
ら
、
人
生
の
批
評
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
自
身
の
な
す
べ
き
こ

と
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
山
路
愛
山
と
の
人
生
相
渉
論
争
を
経

て
、
文
学
を
通
し
て
人
生
を
考
え
る
こ
と
の
問
題
を
「
詩
の
美
」「
詩
の

理
」
に
求
め
て
い
る
透
谷
の
思
想
が
わ
か
る
文
章
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
真
に
人
生
を
慰
め
、
真
に
人
生
を
保

つ
」
こ
と
で
あ
り
、こ
の
た
め
「
人
生
」
を
「
知
覚
」
し
、「
人
間
の
性
質
」

を
「
認
識
」
す
る
と
い
う
「
研
究
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
評
論
で
も
、
言
葉
そ
の
も
の
の
意
味
と
し
て
は
心
理
学
用
語

化
以
前
の
「
知
り
覚
る
」
と
同
じ
だ
が
、問
題
な
の
は
、両
者
と
も
に
「
人

生
」
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
「
知
覚
」
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け
後
者
で
は
、「
人
生
の
性
質
を
明
ら
か
に
認
識

す
る
」
こ
と
の
前
段
階
と
し
て
、「
知
覚
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
人
生
を
考
え
る
根
本
と
し
て
「
知
覚
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
透
谷
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
文
脈
で
「
人
間
の
生
涯
は
心
の
経

験
な
り
」（「
心
の
経
験
」『
聖
書
之
友
雑
誌
』
明
治
二
六
年
一
〇
月
）
と

い
う
と
き
も
、
印
象
と
し
て
記
憶
さ
れ
た
経
験
が
心
意
の
作
用
を
可
能
に

し
「
知
覚
」
さ
せ
る
と
い
う
心
理
学
的
プ
ロ
セ
ス
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
文
学
が
、
真
の
人
生
と
は
何
か
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
打
ち
立
て

た
と
き
、
そ
れ
が
「
知
覚
」
す
る
主
体
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
兆
し
が
見
い
だ
せ
る
。
ジ
ン
セ
イ
と
は
、
人

生
（life

）
に
し
て
人
性
（hum

an nature

）
の
こ
と
と
な
り
、
人
間
の
本

性
あ
る
い
は
性
質
と
い
う
、
哲
学
的
に
し
て
心
理
学
的
、
そ
し
て
文
学
的

な
領
域
に
ま
た
が
る
関
心
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

■
尾
崎
紅
葉
「
金
色
夜

」（『
読
売
新
聞
』
一
八
九
七
―
一
九
〇
二
・
明

治
三
〇
年
一
月
―
三
五
年
五
月
）

　
「
ま
あ
、那〔
あ
〕の
指
環
は
！　

一
寸
、金
剛
石〔
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
〕？
」

　
「
然
う
よ
。」

　
「
大
き
い
の
ね
え
。」

　
「
三
百
円
だ
つ
て
。」

　

お
俊
の
説
明
を
聞
き
て
彼
は
漫
に
身
毛
の
弥
立
〔
よ
だ
つ
〕
を
覚
え

つ
ゝ
、

　
「
ま
あ
！　

好
い
の
ね
え
」
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鱓
〔
ご
ま
め
〕
の
目
ほ
ど
の
真
珠
を
附
け
た
る
指
環
を
だ
に
、
此
の
幾

歳
か
念
懸
く
れ
ど
も
未
だ
容
易
に
許
さ
れ
ざ
る
娘
の
胸
は
、
忽
ち
或
事

を
思
ひ
浮
べ
て
攻
め
皷
の
如
く
轟
け
り
。
彼
は
惘
然
と
し
て
殆
ど
我
を

失
へ
る
間
に
、
電
光
の
如
く
隣
よ
り
伸
び
来
れ
る
猿
臂
は
鼻
の
前
な
る

一
枚
の
骨
牌
〔
か
る
た
〕
を
引
攫
へ
ば
、

　
「
あ
ら
、
貴
女
如
何
し
た
の
よ
。」

お
俊
は
苛
立
ち
て
彼
の
横
膝
を
続
け
さ
ま
に
拊
〔
は
た
〕
き
ぬ
。

　
「
可
く
つ
て
よ
、可
く
つ
て
よ
、以
来〔
こ
れ
か
ら
〕も
う
可
く
つ
て
よ
。」

彼
は
始
め
て
空
想
の
夢
を
覚
ま
し
て
、
及
ば
ざ
る
身
の
分
を
諦
め
た
り

け
れ
ど
も
、
一
旦
金
剛
石
の
強
き
光
に
焼
か
れ
た
る
心
は
幾
分
の
知
覚

を
失
ひ
け
ん
や
う
に
て
、
然
し
も
目
覚
か
り
け
る
手
腕
〔
て
な
み
〕
の

程
も
見
る
見
る
漸
く
四
途
乱
〔
し
ど
ろ
〕
に
な
り
て
、
彼
は
敢
無
く
も

此
の
時
よ
り
お
俊
の
為
に
頼
み
難
な
き
味
方
と
な
れ
り
。

か
く
し
て
彼
よ
り
此
に
伝
へ
、
甲
よ
り
乙
に
通
じ
て
、

　
「
金
剛
石
！
」

　
「
う
む
、
金
剛
石
だ
。」

　
「
金
剛
石
!!
」

　
「
成
程
金
剛
石
！
」

　
「
ま
あ
、
金
剛
石
よ
。」

　
「
那
〔
あ
〕
れ
が
金
剛
石
？
」

　
「
見
給
へ
、
金
剛
石
。」

　
「
あ
ら
、
ま
あ
金
剛
石
!!
」

　
「
可
感
〔
す
ば
ら
し
〕
い
金
剛
石
。」

　
「
可
恐
〔
お
そ
ろ
し
〕
い
光
る
の
ね
、
金
剛
石
。」

　
「
三
百
円
の
金
剛
石
」（
前
編
一
―
二
）

瞬
く
間
に
三
十
余
人
は
相
呼
び
相
応
じ
て
紳
士
の
富
を
謳
へ
り
。

　
「
金
色
夜

」
冒
頭
の
正
月
カ
ル
タ
会
の
場
面
で
、
間
貫
一
と
鴫
澤
宮

の
将
来
を
狂
わ
せ
る
大
富
豪
の
御
曹
司
・
富
山
唯
継
が
驚
く
ほ
ど
大
き
な

ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
嵌
め
て
登
場
す
る
。
実
は
こ
こ
で
「
知
覚
」
が
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
三
十
人
以
上
の
若
者
た
ち

が「
金
剛
石
」に
驚
き
、次
々
に
囁
き
合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

か
る
た
上
手
の
娘
の
「
知
覚
力
」
減
退
の
ド
ラ
マ
な
の
で
あ
る
。
彼
女
が

調
子
良
く
か
る
た
を
取
り
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
に
富
山
が
現
れ
、
そ
の
指

輪
を
目
に
し
た
と
た
ん
、
そ
こ
か
ら
玉
の
輿
を
連
想
し
た
の
か
「
惘
然
と

し
て
殆
ど
我
を
失
へ
る
」
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
そ
の
衝
撃

ゆ
え
に
、「
心
」
が
「
金
剛
石
の
強
き
光
」
に
「
焼
か
れ
て
」
し
ま
い
「
幾

分
の
知
覚
」
が
喪
失
し
て
し
ま
う
。
心
中
で
起
こ
っ
た
こ
と
の
プ
ロ
セ
ス

が
語
り
手
に
よ
っ
て
懇
切
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
見
て
き
た

よ
う
に
、「
知
覚
力
」
と
は
、
受
け
取
っ
た
「
感
覚
」
が
外
部
の
何
に
由

来
す
る
の
か
を
認
識
す
る
心
性
作
用
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
心
意
（
即
ち

大
脳
）
の
発
作
」
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
『
教

育
適
用　

心
理
学
』）。
こ
の
作
の
場
合
、「
知
覚
」
が
外
界
を
理
解
す
る

ど
こ
ろ
か
、
外
界
の
刺
激
に
麻
痺
さ
せ
ら
れ
て
脳
が
乱
れ
、
そ
の
力
を
減

退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
ご
と

き
現
象
に
よ
っ
て
、
こ
の
後
、
富
山
と
い
う
人
物
が
象
徴
す
る
過
剰
な
刺

激
が
、
主
人
公
た
ち
の
「
知
覚
」、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
判
断
、
そ
し
て
人
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生
を
狂
わ
せ
る
と
い
う
未
来
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、イ
ギ
リ
ス
系
の
連
合
心
理
学
が
主
流
の
時
期
の
特
徴
は
、「
知
覚
」

が
心
理
学
の
用
語
と
し
て
浸
透
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
旧
来
の
「
知

り
覚
え
」
と
い
う
知
力
の
意
味
を
内
包
し
つ
つ
も
、外
界
か
ら
の
「
感
覚
」

を
「
知
覚
」
す
る
と
い
う
連
合
・
連
動
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
、「
人
情
」

が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、「
知
覚
」
が
、
人
生
を

解
き
明
か
す
謎
と
し
て
文
学
の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
、「
知
覚
」
と
い
う
独
自
の
意
識
―
実
験
心
理
学
の
隆
盛

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
、
ア
メ
リ
カ
で
精
神
物
理
学
を
学
び
帰
朝

し
た
元
良
勇
次
郎
が
、
帝
国
大
学
に
着
任
し
実
験
心
理
学
の
発
想
を
も

た
ら
し
た
。
元
良
は
ア
メ
リ
カ
で
ヴ
ン
ト
系
統
の
学
者
の
一
人
、
ホ
ー

ル
に
学
ん
で
い
た
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
は
、
帝
大
文
科
大

学
に
専
門
科
目
と
し
て
心
理
学
に
関
す
る
講
座
が
導
入
さ
れ
、
専
門
家

の
養
成
が
本
格
化
す
る
。
元
良
と
と
も
に
ヴ
ン
ト
の
著
（『
心
理
学
概
要
』

一
八
九
八
・
明
治
三
一
年
）
を
訳
し
た
中
島
泰
蔵
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

ま
た
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
は
、
元
良
の
弟
子
で
あ
る
松
本
亦
太

郎
が
ド
イ
ツ
の
ヴ
ン
ト
の
も
と
で
学
び
帰
朝
し
て
お
り
、
高
等
師
範
学
校

の
選
択
必
修
科
目
と
し
て
「
実
験
心
理
学
」
を
設
置
す
る
の
に
尽
力
し
て

い
る
。
東
京
帝
国
大
学
で
も
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
、
周
到
に

機
材
を
準
備
し
て
き
た
心
理
学
実
験
室
が
彼
ら
子
弟
の
手
に
よ
り
完
成

し
、
翌
年
に
は
哲
学
科
の
な
か
に
心
理
学
専
修
が
つ
く
ら
れ
た
。
松
本
は

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
新
設
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の

心
理
学
講
座
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
心
理
学
の
祖
で
あ
り
医
学
・
生
理
学
を
学
ん

だ
心
理
学
者
、
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
も
ま
た
同
じ
時
期
か
ら
積
極
的
に
紹

介
、
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
先
の
中
島
は
、
一
八
九
一
か
ら
九
二
（
明
治

二
四
―
二
五
）
年
に
か
け
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
学
ん

で
い
た
。
ま
た
、
元
良
の
弟
子
の
福
来
友
吉
に
よ
っ
て
、『
心
理
学
書
解

説
（
ゼ
ー
ム
ズ
氏
心
理
学
）』（
一
九
〇
〇
・
明
治
三
三
年　

育
成
会
）、『
心

理
学
精
義
』（
一
九
〇
二
・
明
治
三
五
年 

同
文
館　

Psychology, briefer 

course 1892

）、『
教
育
心
理
学
講
義
』（
一
九
〇
八
・
明
治
四
一
年　

弘

道
館 Talks to Teachers on Psychology 1899

）が
上
梓
さ
れ
て
い
る（
そ

し
て
こ
の
福
来
は
千
里
眼
問
題
の
渦
中
の
人
と
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
）。

日
本
人
自
身
に
よ
っ
て
最
初
に
積
極
的
に
学
ば
れ
た
の
は
、
ヴ
ン
ト
と

ジ
ェ
ー
ム
ズ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ヴ
ン
ト
も
ジ
ェ
ー
ム
ズ
も
自
然
科
学
と
し
て
の
心
理
学
に
存
在
価
値
を

見
い
だ
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
ヴ
ン
ト
は
、
感
覚
、
知
覚
、
感

情
連
想
、
注
意
、
反
応
時
間
等
を
研
究
領
域
と
す
る
感
覚
生
理
学
に
基
づ

き
、
内
観
（
自
分
の
意
識
を
自
ら
が
観
察
す
る
こ
と
）
を
提
唱
し
、
表
象

が
意
識
に
お
い
て
は
っ
き
り
「
知
覚
」
さ
れ
る
こ
と
（
統
覚
）
の
過
程
に

お
い
て
、
い
か
な
る
要
素
（
単
一
の
感
覚
等
）
が
結
合
し
て
い
る
か
を
法

則
化
し
よ
う
と
す
る
構
成
主
義
的
な
心
理
学
で
あ
っ
た
。
一
方
の
ジ
ェ
ー

ム
ズ
は
、
心
理
学
を
よ
り
個
人
の
意
識
の
問
題
と
し
、
意
識
を
流
れ
と
し
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て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
理
解
を
進
め
た
。
末
梢
神
経
系
の
生
理
的
刺
激
が
自

覚
的
な
情
動
の
発
現
に
先
行
す
る
と
い
う
説
（
情
動
の
末
梢
神
経
説
）
が

よ
く
知
ら
れ
る
。
大
脳
や
感
覚
受
容
器
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
機
能
主
義

的
な
心
理
学
で
あ
り
、
単
一
の
感
覚
と
い
っ
た
要
素
は
意
識
に
は
存
在
し

な
い
と
主
張
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
学
説
が
到
来
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

辞
書
類
に
お
い
てperception

が
「
知
覚
」
の
原
語
と
し
て
優
勢
で
あ
る

こ
と
に
か
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
一
方
でconsciousness

が
追
加
さ
れ

る
と
い
う
現
象
が
お
こ
っ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
自
身
が
著
し
た
最
初
の
本
格
的
な
心
理
学
書
はThe 

Principles of Psychology 
（
一
八
九
〇
・
明
治
二
三
年
）
だ
が
、
そ
の

内
容
を
省
略
・
加
筆
し
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
訳
し
た
の
が

福
来
訳
『
心
理
学
精
義
』
で
あ
る
。
冒
頭
で
心
理
学
を
、「
意
識
の
状
態

其
物
の
叙
述
、
並
び
に
説
明
な
り
」
と
定
義
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
第

十
一
章
「
意
識
流
」
で
は
、そ
れ
以
前
の
多
数
の
研
究
が
採
用
し
て
き
た
、

「
単
一
な
る
感
覚
の
観
念
」
を
想
定
し
「
此
等
を
連
合
し
、
分
出
し
、
融

合
し
て
以
て
心
意
の
高
等
な
る
状
態
を
建
築
す
る
」
と
い
っ
た
「
総
合
的

方
法
」
は
危
険
で
あ
る
と
、従
来
の
研
究
の
前
提
を
覆
す
。
そ
の
理
由
は
、

「
心
意
の
高
等
な
る
状
態
は
感
覚
と
称
す
る
単
位
よ
り
結
合
し
て
成
立
す

る
も
の
な
り
や
否
や
は
今
日
尚
未
定
の
疑
問
に
属
す
。
然
る
に
総
合
的
方

法
は
此
の
未
定
疑
問
を
根
本
的
基
礎
と
し
て
承
認
す
る
も
の
あ
り
」
と
、

未
確
認
の
条
件
を
前
提
と
し
た
議
論
だ
か
ら
と
い
う
も
の
で
、
加
え
て
、

こ
の
「
総
合
的
方
法
」
が
「
曾
て
単
純
感
覚
を
経
験
し
た
る
こ
と
な
く
」

と
い
う
状
態
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
想
像
的
単
純
感
覚
」
に
よ
っ
て
す
る

ほ
か
な
い
限
り
非
科
学
的
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。「
所
謂
単
簡
よ
り
複

雑
に
進
む
の
主
義
に
適
ふ
も
の
に
て
、
大
に
教
授
上
の
便
利
を
有
す
」
も

の
で
あ
っ
て
も
、
誇
張
か
つ
抽
象
で
あ
り
錯
誤
で
し
か
な
い
と
し
、「
人

性
の
全
体
を
研
究
せ
ん
と
願
ふ
読
者
」
は
、
ぜ
ひ
「
内
部
生
活
に
於
い
て

日
夜
経
験
し
て
熟
知
す
る
所
の
最
も
具
体
的
な
る
心
的
事
実
」
に
基
づ
く

べ
き
と
主
張
す
る
。
か
く
し
て
、ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
唯
一
の
「
根
本
的
事
実
」

と
し
て
、

何
人
に
て
も
其
の
内
部
経
験
に
省
み
て
、
自
ら
確
知
す
べ
き
根
本
的

元
始
事
実
は
意
識
の
進
行
し
つ
ゝ
あ
り
と
言
ふ
事
実
即
ち
心
意
の
諸

状
態
が
相
継
続
す
る
事
実
是
れ
な
り

と
い
う
、
有
名
な
「
意
識
の
流
れ
」
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

「
知
覚
」
を
考
え
る
上
で
前
提
と
さ
れ
て
き
た
「
感
覚
」
に
か
わ
り
、「
意

識
」
が
「
知
覚
」
の
前
提
と
な
る
。

　

か
く
し
て
第
二
十
章
「
知
覚
」
で
は
、「
知
覚
の
材
料
」
と
は
「
感
覚

的
脳
髄
作
用
と
再
生
的
脳
髄
作
用
と
の
結
合
し
た
る
も
の
」で
あ
る
と
し
、

「
純
粋
な
る
感
覚
は
純
粋
な
る
感
覚
と
し
て
全
く
一
事
な
り
、
知
覚
は
知

覚
と
し
て
全
く
他
の
一
事
な
り
、
此
の
両
事
に
対
す
る
脳
髄
的
条
件
は
全

く
別
異
な
り
。」
と
、「
知
覚
」
を
独
自
の
意
識
状
態
と
み
な
す
。

　

以
上
の
見
解
か
ら
、「
知
覚
」
の
「
生
理
的
作
用
」
は
、「
脳
髄
は
従
前

の
経
験
に
よ
り
て
踏
み
な
ら
さ
れ
た
る
通
路
に
よ
り
て
反
動
し
、
従
つ
て

此
の
通
路
は
吾
人
を
し
て
蓋
然
的
事
物
の
知
覚
を
生
ぜ
し
む
る
事
、
換
言

す
れ
ば
従
来
の
経
験
に
於
い
て
最
も
多
く
反
動
を
喚
起
し
た
る
事
物
を
知

覚
す
」
と
、「
感
覚
」
そ
の
も
の
を
純
粋
に
「
知
覚
」
す
る
の
で
は
な
く
、
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一
部
は
「
感
覚
」
を
通
じ
て
く
る
も
の
だ
が
、
大
部
分
は
大
脳
が
そ
れ
以

前
に
反
応
を
起
こ
し
た
事
物
を
「
知
覚
」
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、か
つ
て
「
感
覚
」
の
誤
謬
と
さ
れ
て
い
た
「
錯
覚
」
は
、

「
知
覚
」の
誤
謬
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
。
そ
し
て「
妄
覚〔
い
わ
ゆ
る「
幻

覚
」〕」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
客
観
的
刺
激
」
を
欠
い
て
い
る
点

で
「
錯
覚
」
と
異
な
り
「
誤
り
て
外
界
に
投
出
さ
れ
た
る
心
像
」
と
説
明

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
こ
そ
が
誤
り
で
あ
っ
て
、「
中
枢
の
脳
髄
作
用
と

該
作
用
を
喚
起
す
べ
き
外
来
刺
激
と
の
比
例
が
極
端
に
違
常
と
な
り
た
る

知
覚
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
妄
覚
は
一
つ
の
感
覚
」
と
い
う
意
識

を
成
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
た
ま
た
ま
外
界
に
実
際
の
対
象

物
が
無
い
だ
け
で
あ
る
と
、
末
梢
神
経
と
大
脳
と
の
関
係
か
ら
説
い
て
み

せ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
の
新
し
い
学
説
に
つ
い
て
大
切
な
の
は
、
一
般
へ
の
啓
蒙
が

積
極
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
作
品
の
書
き
手
ば
か
り
で
は

な
く
読
み
手
も
ま
た
、
人
間
把
握
の
共
通
の
手
段
と
し
て
心
理
学
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
東
京

帝
国
大
学
で
心
理
学
を
学
ん
だ
卒
業
生
た
ち
が
、
元
良
、
松
本
、
福
来
を

顧
問
と
し
て
「
心
理
学
通
俗
講
話
会
」
を
発
足
さ
せ
る
（
一
九
〇
九
・
明

治
四
二
年
四
月
）。
こ
れ
に
よ
り
新
進
気
鋭
の
心
理
学
者
の
話
を
、
学
生

や
教
員
、
家
庭
の
主
婦
ま
で
幅
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
こ

の
活
動
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
頃
ま
で
約
一
〇
年
続
い
た
と
い
う
。

　

自
然
科
学
と
し
て
の
心
理
学
が
明
治
三
〇
年
代
（
一
八
九
七
―

一
九
〇
六
年
）
を
か
け
て
浸
透
し
、
日
露
戦
後
に
は
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
思

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
徳
谷
豊
之
助
・
松
尾
勇
四
郎
著
、
三
宅
雄
二
郎
校
閲

『
普
通
術
語
辞
彙
』（
一
九
〇
五
・
明
治
三
八
年
八
月　

敬
文
社
）
に
、「
知

覚
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
も
「
知
覚
」
の

原
語
をperception

と
し
、

　

知
覚
と
謂
ふ
語
は
、
古
来
広
義
に
て
は
事
理
事
物
を
知
る
力
、
即

ち
知
力
と
同
義
に
用
ひ
、
狭
義
に
て
は
人
々
が
自
己
の
心
の
種
種
の

作
用
を
内
に
顧
み
て
感
じ
知
る
力
と
云
ふ
や
う
に
解
す
る
も
の
も
あ

れ
ど
、
之
等
の
解
釈
は
共
に
知
覚
の
特
別
の
意
義
と
し
て
、
今
日
一

般
に
多
く
の
心
理
学
者
又
普
通
の
人
々
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
意
義

は
、
他
の
解
釈
即
ち
感
覚
的
知
覚
の
意
義
で
あ
る

　

過
去
の
用
例
を
「
特
殊
」
と
み
な
し
、
心
理
学
の
用
語
を
「
一
般
」
と

位
置
づ
け
、「
知
覚
」
の
内
実
を
生
理
学
的
な
も
の
と
密
接
な
、「
感
覚
的

知
覚
」
と
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
「
錯
覚
」

「
妄
覚
」
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
末

尾
に
付
さ
れ
て
い
る
「
知
覚
的
」
の
語
釈
で
あ
る
。

知
覚
的
と
は
、知
覚
の
意
義
を
形
容
語
に
用
ひ
ん
が
為
め
の
形
で「
感

官
に
触
れ
た
る
も
の
ゝ
何
た
る
を
弁
じ
認
め
た
る
」
と
云
ふ
意
味
で

あ
る
が
、
単
に
心
理
学
上
の
意
義
と
し
て
用
ひ
ざ
る
場
合
に
は
、
感

覚
に
比
し
て
は
更
に
精
神
的
の
も
の
、
思
想
や
、
想
像
や
、
思
考
に

較
ぶ
れ
ば
、
遥
か
に
感
覚
的
即
ち
非
精
神
的
の
も
の
で
あ
る
と
謂
ふ

意
味
を
含
ん
で
ゐ
る
。

　

こ
こ
に
、
心
理
学
を
前
提
と
し
た
あ
ら
た
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
た
言

葉
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
肉
体
と
精
神
と
を
結
ぶ
「
知
覚
」
の
中
間
的
位
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置
づ
け
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、「
感
覚
」
と
直
結
し
て
い
た
「
知
覚
」
が
、
継
続
し
た
意

識
と
し
て
の
「
知
覚
」
へ
と
変
容
す
る
。
そ
れ
は
「
感
覚
」
と
い
う
刺
激

を
契
機
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
刺
激
が
も
た
ら
し
た
印
象
に
大
脳
が
ど
う
反

応
す
る
か
が
大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
学
に

お
い
て
、「
知
覚
」
に
よ
っ
て
人
間
を
生
理
学
的
に
描
く
だ
け
で
は
な
く
、

大
脳
に
よ
っ
て
「
知
覚
」
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
内
な
る
他
者

を
想
像
す
る
人
間
を
描
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

■
夏
目
漱
石
「
草
枕
」（『
新
小
説
』
一
九
〇
六
・
明
治
三
九
年
九
月
）

強
ひ
て
説
明
せ
よ
と
云
は
る
ゝ
な
ら
ば
、
余
が
心
は
只
春
と
共
に
動
い

て
居
る
と
云
ひ
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
春
の
色
、
春
の
風
、
春
の
物
、
春
の

声
を
打
つ
て
、
固
め
て
、
仙
丹
に
練
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
蓬
莱
の
霊
液

に
溶
い
て
、
桃
源
の
日
で
蒸
発
せ
し
め
た
精
気
が
、
知
ら
ぬ
間
に
毛
孔

か
ら
染
み
込
ん
で
、
心
が
知
覚
せ
ぬ
う
ち
に
飽
和
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
と

云
ひ
た
い
。
普
通
の
同
化
に
は
刺
激
が
あ
る
。
刺
激
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

愉
快
で
あ
ら
う
。
余
の
同
化
に
は
、
何
と
同
化
し
た
か
不
分
明
で
あ
る

か
ら
、
毫
も
刺
激
が
な
い
。
刺
激
が
な
い
か
ら
、
窈
然
と
し
て
名
状
し

が
た
い
楽
が
あ
る
。
風
に
揉
ま
れ
て
上
の
空
な
る
波
を
起
す
、
軽
薄
で

騒
々
し
い
趣
と
は
違
ふ
。
目
に
見
え
ぬ
幾
尋
の
底
を
、
大
陸
か
ら
大
陸

ま
で
動
い
て
ゐ
る
蒼
海
の
有
様
と
形
容
す
る
事
が
出
来
る
。
只
夫
程
に

活
力
が
な
い
許
り
だ
。
然
し
そ
こ
に
反
つ
て
幸
福
が
あ
る
。
偉
大
な
る

活
力
の
発
現
は
、
此
活
力
が
い
つ
か
尽
き
果
て
る
だ
ら
う
と
の
懸
念
が

籠
る
。
常
の
姿
に
は
さ
う
云
ふ
心
配
は
伴
は
ぬ
。
常
よ
り
は
淡
き
わ
が

心
の
、
今
の
状
態
に
は
、
わ
が
烈
し
き
力
の
銷
磨
し
は
せ
ぬ
か
と
の
憂

を
離
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
常
の
心
の
可
も
な
く
不
可
も
な
き
凡
境
を

も
脱
却
し
て
居
る
。
淡
し
と
は
単
に
捕
え
難
し
と
云
ふ
意
味
で
、
弱
き

に
過
ぎ
る
虞
〔
お
そ
れ
〕
を
含
ん
で
は
居
ら
ぬ
。
冲
融
と
か
澹
蕩
と
か

云
ふ
詩
人
の
語
は
尤
も
こ
の
境
を
切
実
に
言
い
了
せ
た
も
の
だ
ら
う
。

（
六
）

　

漱
石
が
、
英
文
学
者
と
し
て
心
理
学
に
深
く
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
戻
っ
て
か
ら
の
東
京
帝
国

大
学
で
の
講
義
内
容
を
ま
と
め
た
『
文
学
論
』（
一
九
〇
七
・
明
治
四
〇

年
五
月　

大
倉
書
店
）
の
序
に
は
「
重
に
心
理
学
社
会
学
の
方
面
よ
り

根
本
的
に
文
学
の
活
動
力
を
論
ず
る
」
と
あ
り
、「
坑
夫
」（『
朝
日
新
聞
』

一
九
〇
八
・
明
治
四
一
年
一
月
―
五
月
）
は
ま
さ
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
「
意

識
の
流
れ
」
に
想
を
得
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　

春
に
感
じ
て
詩
人
の
心
が
動
く
。
こ
の
こ
と
を
「
草
枕
」
の
主
人
公
は

心
理
学
の
知
見
を
使
っ
て
説
明
し
て
み
せ
る
。春
の
仙
境
的
な
精
気
が「
毛

孔
か
ら
染
み
込
む
」と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は「
感
覚
」的
な
も
の
だ
ろ
う
。

だ
が
こ
れ
が
「
知
覚
」
さ
れ
ず
に
飽
和
し
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。
い
わ
ば

大
脳
が
従
来
の
経
験
を
喚
起
し
知
力
作
用
を
起
こ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
状

態
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
常
の
心
の
可
も
な
く
不
可
も
な
き
凡
境
を
脱

却
し
て
居
る
」
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
を
春
の
仙
境
的
な
精

気
と
「
同
化
」
は
し
て
い
る
が
、「
何
と
同
化
し
た
か
不
分
明
で
あ
る
か
ら
、
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毫
も
刺
激
が
な
い
」ゆ
え
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。「
感
覚
」も「
知
覚
」

も
意
識
の
問
題
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
独
自
に
捉
え
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
流
の
心

理
学
が
前
提
に
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
説
明
で
あ
ろ
う
。「
知
覚
」
が
人

生
問
題
を
考
え
る
上
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
知
力
を
刺
激
す
る
こ
と

こ
そ
人
生
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
態
を
考
え
れ

ば
、「
草
枕
」
の
文
学
の
あ
り
よ
う
は
、
人
生
の
定
義
、
あ
る
い
は
人
生

の
考
え
方
そ
の
も
の
に
再
考
を
せ
ま
る
。
た
と
え
ば
、
斎
藤
鹿
三
郎
『
教

育
応
用　

新
心
理
学
』（
一
九
〇
三
・
明
治
三
六
年
三
月　

文
学
社
）
は
、

次
の
よ
う
に
近
代
人
の
生
き
方
と
「
知
覚
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
く
。

凡
て
宇
宙
間
の
万
物
は
、
吾
人
に
向
つ
て
終
始
「
吾
々
は
何
で
あ
る

か
」
と
云
ふ
問
題
を
提
出
し
つ
つ
あ
る
な
り
。
而
し
て
此
の
問
題
に

対
す
る
決
意
の
答
は
即
ち
知
覚
な
り
。
然
る
に
こ
の
答
は
人
々
に
よ

り
て
性
質
を
異
に
す
る
も
の
な
り
。
従
つ
て
知
覚
は
感
覚
と
は
其
性

質
を
異
に
し
、
知
力
作
用
に
よ
り
精
神
が
発
動
的
に
之
を
受
取
る
も

の
に
し
て
非
常
に
精
神
の
練
習
を
要
す
る
も
の
な
り
。

　

か
く
し
て
、「
吾
々
は
何
で
あ
る
か
」
を
考
え
悩
む
近
代
日
本
人
に
と
っ

て
、「
知
覚
」
こ
そ
が
個
々
を
異
な
る
存
在
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
鍛
え

上
げ
伸
ば
す
べ
き
精
神
の
力
と
し
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
位
置
を
与
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。「
草
枕
」
が
、「
知
覚
」
か
ら
ま
ぬ
が
れ
た
意
識
を
、
詩

人
の
あ
り
よ
う
の
本
質
だ
と
言
う
の
は
、「
知
覚
」
を
鍛
え
上
げ
る
こ
と

で
形
成
さ
れ
る
思
想
や
思
考
の
固
さ
、
息
苦
し
さ
に
比
し
て
、
そ
れ
が
し

な
や
か
な
強
さ
を
も
つ
こ
と
に
理
想
を
見
い
だ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。「
知
覚
」
が
は
や
く
か
ら
近
代
日
本
の
教
育
学
の
注
意
を
引
い
て
い

た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
教
育
の
文
明
化
は
ず
い
ぶ
ん
進
ん

で
い
た
と
い
え
る
。「
知
覚
」
さ
せ
ず
に
飽
和
さ
せ
る
こ
と
、
刺
激
や
活

力
が
な
く
て
も
幸
福
で
あ
る
こ
と
の
境
地
こ
そ
、
実
は
得
る
こ
と
が
難
し

い
時
代
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

■
谷
崎
潤
一
郎
「
刺
青
」（『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
・
明
治
四
三
年
一
一
月
）

「
己
は
お
前
を
ほ
ん
た
う
の
美
し
い
女
に
す
る
為
め
に
、
刺
青
の
中
へ
己

の
魂
を
う
ち
込
ん
だ
の
だ
、
も
う
今
か
ら
は
日
本
国
中
に
、
お
前
に
優

る
女
は
居
な
い
。
お
前
は
も
う
今
迄
の
よ
う
な
臆
病
な
心
は
持
つ
て
居

な
い
の
だ
。
男
と
云
ふ
男
は
、
皆
な
お
前
の
肥
料
〔
こ
や
し
〕
に
な
る

の
だ
。
…
…
」

其
の
言
葉
が
通
じ
た
か
、
か
す
か
に
、
糸
の
や
う
な
呻
き
声
が
女
の
唇

に
の
ぼ
つ
た
。
娘
は
次
第
々
々
に
知
覚
を

復
し
て
来
た
。
重
く
引
き

入
れ
て
は
、
重
く
引
き
出
す
肩
息
に
、
蜘
蛛
の
肢
は
生
け
る
が
如
く
蠕

動
し
た
。

「
苦
し
か
ら
う
。
体
を
蜘
蛛
が
抱
き
し
め
て
居
る
の
だ
か
ら
」

か
う
云
は
れ
て
娘
は
細
く
無
意
味
な
眼
を
開
い
た
。
其
の
瞳
は
夕
月
の

光
を
増
す
や
う
に
、
だ
ん
だ
ん
と
輝
い
て
男
の
顔
に
照
つ
た
。

「
親
方
、
早
く
私
に
背
の
刺
青
を
見
せ
て
お
く
れ
、
お
前
さ
ん
の
命
を
貰

つ
た
代
り
に
、
私
は
嘸
〔
さ
ぞ
〕
美
し
く
な
つ
た
ら
う
ね
え
」

娘
の
言
葉
は
夢
の
や
う
で
あ
つ
た
が
、
し
か
し
其
の
調
子
に
は
何
処
か

鋭
い
力
が
こ
も
つ
て
居
た
。

　
「
刺
青
」
の
結
末
近
く
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
刺
青
師
・
佐
吉
の
美
へ
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の
執
念
か
ら
刺
青
を
ほ
ど
こ
さ
れ
気
を
失
っ
て
い
た
娘
は
、
そ
れ
ま
で
の

は
じ
ら
う
娘
で
は
な
く
、
ま
さ
に
背
中
に
彫
り
込
ま
れ
た
女
郎
蜘
蛛
の
よ

う
な
女
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
劇
的
な
変
化
が
、
た
だ
目
を
覚
ま

し
た
で
は
な
く
、「
娘
は
次
第
々
々
に
知
覚
を

復
し
て
来
た
」
と
語
り

手
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。し
か
も
、こ
の
後
に
開
か
れ
た
娘
の「
眼
」

は
「
無
意
味
」
と
描
か
れ
る
。
こ
の
「
眼
」
の
表
現
は
、「
眼
」
が
何
か

を
見
て
、
刺
激
を
受
け
、「
知
覚
」
が
生
ま
れ
る
と
い
う
認
識
に
あ
る
も

の
で
は
な
い
。
逆
に
、「
知
覚
」
の
側
に
変
革
を
き
た
し
て
い
る
た
め
に
、

「
眼
」
が
ま
だ
何
も
見
な
い
の
で
あ
る
。
清
吉
の
芸
術
的
な
美
・
官
能
的

な
美
へ
の
執
着
か
ら
、
激
し
い
刺
青
の
痛
み
を
受
け
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

娘
が
、「
お
前
さ
ん
の
命
を
貰
つ
た
代
り
に
、
私
は
嘸
美
し
く
な
つ
た
ら

う
ね
え
」
と
「
鋭
い
力
」
を
こ
め
て
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
格
に
ま
で

お
よ
ぶ
変
貌
を
大
脳
の
変
貌
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
「
知
覚
」
の
死
と
再
生

に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
娘
が
新
た
な

生
／
性
を
生
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
後
谷
崎
は
、
五
官
と
「
知
覚
」
に
注
目
し
、
多
く
の
官
能
的
な

作
品
を
生
み
だ
し
て
い
く
。
な
か
で
も
歯
痛
の
激
し
い
熱
に
浮
か
さ

れ
た
人
間
の
妄
覚
（
幻
覚
）
を
描
く
「
病
蓐
の
幻
想
」（『
中
央
公
論
』

一
九
一
六
・
大
正
五
年
）、
味
覚
を
扱
っ
た
「
美
食
倶
楽
部
」（『
大
阪
朝

日
新
聞
』
一
九
一
九
・
大
正
八
年
）
な
ど
は
、「
知
覚
」
が
翻
弄
さ
れ
る

ド
ラ
マ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

■
北
原
白
秋
「
骨
な
し
児
と
黒
猫
」（
一
九
一
〇
・
明
治
四
三
年
二
月
作
、

『
東
京
景
物
詩 

及
其
他
』
一
九
一
三
・
大
正
二
年
七
月　

東
雲
堂
書
店 

所
収
』）

そ
は
恐
ろ
し
き
Ｘ
な
り
。
淫
ら
に
し
て
不
倫
な
る
母
の
ご
と
く
、
／
汝

〔
な
〕
が
神
経
と
知
覚
と
は
痛
ま
し
き
ほ
ど
慄
〔
わ
な
な
〕
け
ど
も
、
力

な
き
骨
な
し
児
よ
。
／
終
日
、
わ
づ
ら
は
し
き
病
室
の
白
葡
萄
酒
の
如

き
空
気
に
呼
吸
し
、
霊
〔
た
ま
し
ひ
〕
の
う
つ
ら
ぬ
瞳
は
唯
狂
は
し
き

硝
子
戸
の
外
を
う
ち
凝
視
〔
み
つ
〕
む
。（
第
一
連
）

そ
が
背
後
〔
う
し
ろ
〕
の
棚
の
上
、
や
や
青
み
た
る
陰
影
の
中
、
／
ニ

ツ
ケ
ル
の
産
科
の
器
械
鵞
の
ご
と
き
嘴
〔
は
し
〕
し
て
光
り
、
／
薄
く

曇
れ
る
硝
子
の
な
か
に
と
り
あ
つ
め
た
る
薬
剤
の
罎
、
／
そ
の
青
く
赤

く
お
ぼ
め
け
る
劇
薬
の
エ
チ
ケ
ツ
テ
〔
ラ
ベ
ル
〕
…
…
鋭
く
、苦
し
。（
第

二
連
）

あ
あ
骨
な
し
児
よ
。
こ
の
薄
暮
〔
く
れ
が
た
〕
の
反
射
に
、／
柔
軟
〔
や

は
ら
〕
か
に
し
て
悩
ま
し
き
汝
が
衾
〔
ふ
す
ま
〕
は
銀
の
潤
沢
〔
し
め
り
〕

に
光
れ
ど
、
／
冷
や
か
な
る
鉄
の
寝
台
の
上
、
据
ゑ
ら
れ
し
木
造
り
の

函
は
、
／
汝
が
身
を
入
れ
た
る
小
さ
き
牢
獄
〔
ひ
と
や
〕
は
山
葵
色
の

曇
り
に
う
ち
歎
く
。（
第
三
連
）

大
人
び
た
る
顔
の
白
き
白
き
白
粉
の
恐
ろ
し
さ
よ
。
／
な
よ
な
よ
と
凭

せ
た
る
身
体
の
し
ま
り
な
さ
。
／
霊
の
青
さ
、
い
た
ま
し
さ
、
／
生
温

る
き
風
の
ご
と
骨
も
な
き
手
は
動
く
―
そ
の
空
に
銹
銀
〔
し
ゅ
う
ぎ
ん
〕

の
鐘
は
か
か
れ
り
。（
第
四
連
）

あ
あ
、
あ
あ
、
今
し
が
た
ま
で
ぞ
、
こ
の
硝
子
戸
の
外
に
は
／
五
時
ご
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ろ
の
日
の
光
わ
か
わ
か
し
き
血
の
ご
と
く
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
見
え
ざ
る
窓

下
の
あ
た
り
よ
り
、
／
抑
圧
〔
お
さ
〕
え
あ
へ
ぬ
抱
擁
の
笑
ひ
声
き
こ

え
し
か
―
葱
畑
す
で
に
青
し
。（
第
五
連
）

銹
銀
の
鐘
よ
り
は
一
条
の
絹
薄
青
く
下
り
て
光
る
。
／
そ
の
端
を
は
づ

か
に
取
り
た
る
手
は
、
そ
の
瞳
は
、
／
あ
あ
、
す
べ
て
力
な
し
。
―
さ

ら
に
さ
ら
に
痛
ま
し
き
は
か
か
る
青
き
薄
暮
の
激
し
き
官
能
の
刺
戟
。

（
第
六
連
）

聴
け
、
遂
に
、
彼
は
泣
く
。
…
…
／
あ
ら
ず
、
そ
は
馴
染
み
た
る
黒
猫

な
り
き
。
ふ
く
ら
な
る
身
を
跳
ら
せ
て
、
銀
色
の
衾
の
裾
に
の
ぼ
り
つ

つ
背
を
高
め
た
る
。
／
黄
ば
み
た
る
青
葱
色
の
眼
の
光
来
る
夜
の
恐
怖

に
そ
そ
ぐ
。（
第
七
連
）

か
く
て
た
だ
声
も
な
し
。
青
く
光
る
硝
子
戸
に
真
白
な
る
顔
ふ
り
む
け

て
、
／
哀
楽
の
表
情
も
な
く
親
し
げ
に
畜
類
の
眼
と
並
び
つ
つ
何
を
か

凝
視
む
。／
あ
あ
、暗
き
暗
き
葱
畑
の
地
平
に
黄
な
る
月
い
で
ん
と
し
て
、

／
銹
銀
の
鐘
は
鳴
る
…
…
幽
か
に
、
…
…
幽
か
に
…
…
や
る
せ
な
き
霊

の
求
〔
と
〕
め
も
あ
へ
ぬ
郷
愁
〔
ノ
ス
タ
ル
ヂ
ヤ
ア
〕。（
第
八
連
）
了

　

明
治
期
の
白
秋
の
詩
に
は
、
病
的
な
神
経
が
繰
り
返
し
よ
ま
れ
て
い
る

が
、『
東
京
景
物
詩 

及
其
他
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
も
の
は
、
連
作
「
心
と

そ
の
周
囲
」
な
ど
に
わ
か
り
や
す
く
、
心
理
学
の
影
響
の
色
濃
い
テ
ー
マ

が
多
い
。
そ
し
て
引
用
し
た
「
骨
な
し
児
と
黒
猫
」
に
は
、
は
っ
き
り
と

「
知
覚
」
が
登
場
す
る
。

　

こ
の
詩
の
カ
ギ
は
、
冒
頭
の
「
そ
は
恐
ろ
し
き
Ｘ
な
り
。」
を
解
き
明

か
す
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。「
骨
な
し
」
と
は
、「
身
体
軟
弱
に
し
て
之
を

抱
く
に
、
頭
傾
き
、
或
は
垂
れ
て
正
し
き
こ
と
を
得
ず
、
骨
の
無
き
や
う

に
見
ゆ
る
ゆ
え
、俗
に
ほ
ね
な
し
と
云
ふ
」（『
内
科
秘
録
』
一
八
六
四
年
）

と
い
う
症
状
を
指
す
が
、
要
因
は
、
支
持
筋
の
筋
力
の
低
下
や
麻
痺
を
示

す
疾
患（
先
天
性
筋
無
緊
張
症
、進
行
性
筋
萎
縮
症
、多
発
性
神
経
炎
な
ど
）

に
あ
る
。
し
か
し
白
秋
は
、そ
の
病
ん
で
い
る
は
ず
の「
神
経
」と「
知
覚
」

が
「
慄
〔
わ
な
な
〕
く
」
と
い
う
。
こ
の
矛
盾
が
「
淫
ら
に
し
て
不
倫
な

る
母
の
如
く
」
と
い
う
直
喩
と
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
母
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
が「
淫
ら
」「
不
倫
」で
あ
る
よ
う
に
、「
骨

な
し
児
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
、
病
み
、
麻
痺
し
て
い

る
は
ず
の
「
神
経
」「
知
覚
」
が
「
慄
く
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

い
て
「
力
な
き
」
状
態
で
あ
る
こ
と
が
、
何
ら
か
の
刺
激
の
強
さ
に
抵
抗

で
き
ず
、
ま
た
そ
れ
が
何
か
も
理
解
で
き
な
い
姿
を
想
像
さ
せ
る
。
病
室

の
白
葡
萄
酒
の
よ
う
な
空
気
を
呼
吸
し
、
酔
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
、
狂
わ
し
い
こ
と
が
存
在
す
る
硝
子
戸
の
外
を
、
そ
れ
が
何
か
を
理
解

で
き
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
「
眸
」
で
見
つ
め
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に

連
想
で
い
え
ば
、「
骨
な
し
児
」
と
は
、「
古
事
記
」
に
登
場
す
る
蛭
児
を

指
す
と
も
い
わ
れ
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
間
に
う
ま
れ
た
不
具
の
児

の
こ
と
で
も
あ
る
。
第
二
連
に
「
ニ
ツ
ケ
ル
の
産
科
の
器
械
鵞
の
ご
と
き

嘴
し
て
光
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
が
産
科
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、

「
骨
な
し
児
」
は
、
神
話
の
は
じ
ま
り
の
モ
チ
ー
フ
と
病
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
孕
み
つ
つ
、
幾
重
に
も
「
恐
ろ
し
き
Ｘ
」
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

第
二
連
で
描
か
れ
た
、
病
室
の
鋭
く
、
苦
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
、
第
三
連
で
は
、
薄
暮
の
光
の
反
射
す
る
な
か
、
骨
な
し
児
が
い
る
室
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内
が
変
質
し
て
い
く
。夜
具
は
銀
色
に
潤
む
よ
う
に
光
っ
て
い
る
の
だ
が
、

冷
た
い
鉄
の
寝
台
、
そ
の
上
の
骨
な
し
児
が
居
る
木
製
の
函
（「
小
さ
き

牢
獄
」）
は
、
鋭
く
、
苦
い
刺
激
を
感
じ
さ
せ
る
山
葵
色
に
曇
り
、
変
じ

て
い
く
の
で
あ
る
。
第
四
連
は
木
の
函
の
な
か
の
骨
な
し
児
が
描
写
さ
れ

る
グ
ロ
テ
ス
ク
な
内
容
と
な
る
。
児
で
あ
る
は
ず
が
大
人
び
た
顔
を
し
、

そ
の
白
い
白
い
白
粉
が
恐
ろ
し
い
と
い
う
。
身
体
は
な
よ
な
よ
と
し
て
、

霊
は
痛
ま
し
い
ほ
ど
に
青
ざ
め
て
い
る
の
だ
。
第
五
連
で
は
、
さ
ら
に
時

が
移
る
。
硝
子
戸
の
外
と
い
う
外
界
に
つ
い
て
、「
日
の
光
」
も
、「
抱
擁

の
笑
い
声
」
も
消
え
、
白
秋
の
詩
で
は
性
欲
を
示
唆
す
る
「
葱
」
の
畑
が

す
っ
か
り
青
く
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
る
。
第
六
連
で
、骨
な
し
児
は
、「
骨

も
な
き
手
」
で
、「
銹
銀
の
鐘
」
の
方
か
ら
お
り
て
く
る
薄
青
く
光
る
「
一

条
の
絹
」
を
わ
ず
か
に
つ
か
む
が
、
日
暮
れ
の
薄
い
青
さ
が
「
激
し
き
官

能
の
刺
戟
」
と
な
っ
て
、
痛
ま
し
い
の
だ
と
い
う
。
官
能
と
い
う
性
的
な

感
覚
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
意
味
を
な
し
て
い
な
い
た
だ
の
刺
激
で
あ
っ

て
、
骨
な
し
児
に
は
性
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
読
む
べ

き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、未
知
の
刺
激
ゆ
え
の
恐
ろ
し
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

次
の
第
七
連
で
、
馴
染
ん
で
い
る
黒
猫
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
「
黄
ば
み
た

る
青
葱
色
の
眼
」
が
、「
来
る
夜
の
恐
怖
」
を
映
し
出
し
て
い
る
こ
と
と

対
応
す
る
。
見
慣
れ
た
も
の
の
な
か
に
、
未
知
な
る
恐
怖
が
潜
ん
で
い
る

の
だ
。
そ
し
て
、そ
れ
ま
で
何
も
眸
に
映
さ
な
か
っ
た
骨
な
し
児
の
「
眼
」

が
、
猫
と
い
う
「
畜
類
の
眼
」
と
並
び
な
が
ら
何
か
を
じ
っ
と
見
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、「
あ
あ
、
暗
き
暗
き
葱
畑
の
地
平
に
黄
な

る
月
い
で
ん
と
し
て
」
と
報
告
さ
れ
る
。
ま
さ
に
激
し
い
刺
激
が
性
的
な

官
能
と
し
て
「
知
覚
」
さ
れ
る
と
き
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
終
連
で
「
銹
銀
の
鐘
」
の
音
が
幽
か
に
す
る
が
、
こ
れ
は
骨
な
し
児

の
「
や
る
せ
な
き
霊
」
が
、
尋
ね
求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
「
郷
愁
〔
ノ

ス
タ
ル
ヂ
ヤ
ア
〕」
を
意
味
す
る
と
あ
る
。
こ
の
鐘
は
、
す
で
に
骨
な
し

児
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
姿
が
描
か
れ
た
第
四
連
の
末
尾
に
登
場
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
骨
な
し
子
が
力
な
く
も
手
を
伸
ば
し
て
い
た
鐘
は
、
最
終
連

に
お
い
て
悲
し
く
も
な
つ
か
し
い
音
色
を
遠
く
幽
か
に
響
か
せ
る
。
性
的

官
能
と
い
う
「
恐
ろ
し
き
Ｘ
」
は
、
内
に
秘
め
た
る
鐘
、
い
わ
ば
純
情
の

存
在
を
希
求
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
喪
失
し
て
し
ま
う
嘆
き
を
も
ま

た
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

森
鷗
外
の
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」（『
三
田
文
学
』
一
九
一
一
・
明
治
四
四

年
二
月
）
に
、
農
民
が
「
破
傷
風
」
を
そ
の
症
状
か
ら
「
一
枚
板
」
と
呼

び
慣
ら
わ
す
こ
と
に
つ
い
て
、「
生
活
の
印
象
主
義
者
」
で
な
く
て
は
名

付
け
ら
れ
な
い
と
主
人
公
の
若
い
医
師
が
感
心
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る

が
、「
骨
な
し
」
も
、
印
象
主
義
的
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
い
え
る
。
白
秋
は
、

そ
の
印
象
を
用
い
つ
つ
も
、同
時
に
医
学
的
な
要
因
で
あ
る「
神
経
」や「
知

覚
」
の
側
か
ら
と
ら
え
、
性
と
い
う
激
し
い
官
能
の
訪
れ
と
、
そ
の
自
覚

ま
で
の
あ
わ
い
を
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
神
経
へ
の

刺
激
に
対
し
、
従
来
の
経
験
に
よ
っ
て
大
脳
が
作
用
し
「
知
覚
」
さ
せ
る

と
い
う
前
提
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
表
現
だ
ろ
う
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（『
心
理
学

精
義
』）
は
「
感
覚
」
と
「
知
覚
」
と
の
比
較
に
お
い
て
、

一
事
物
に
関
す
る
の
観
念
が
皆
該
事
物
の
現
実
な
る
直
接
意
識
（
＝

感
覚
）
と
混
交
し
、
茲
に
吾
人
は
此
に
命
名
し
、
此
を
分
類
し
、
此
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を
比
較
し
、
此
に
付
き
て
命
題
を
作
り
、
斯
く
て
内
向
性
伝
流
に
よ

り
て
惹
起
さ
れ
た
る
所
有
意
識
が
吾
人
の
全
生
活
を
通
じ
て
次
第
に

纏
綿
複
雑
に
な
り
行
く
な
り
。
事
物
に
関
す
る
此
の
如
き
高
等
な
る

意
識
が
一
般
に
知
覚
と
称
せ
ら
れ
、
而
し
て
其
の
現
実
存
在
に
よ
り

て
生
ず
る
素
朴
的
感
が
感
覚
と
称
せ
ら
る
。

と
説
明
し
て
い
る
が
、
強
い
刺
激
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
未
知
の
も
の
で

あ
る
と
き
、「
知
覚
」
は
そ
の
激
し
い
刺
激
に
打
震
え
る
し
か
な
い
の
で

あ
る
。
純
粋
な
感
覚
の
経
験
は
成
人
に
は
難
し
い
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
指
摘

し
て
い
る
が
、
性
と
は
、
成
熟
へ
の
過
程
で
未
知
の
刺
激
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
森
鷗
外
「
青
年
」（『
昴
』
一
九
一
〇
・
明
治
四
三
年
三
月
―
八
月
）

　

又
見
物
の
席
が
明
る
く
な
る
。
ざ
わ
ざ
わ
と
、
風
が
林
を
ゆ
す
る
や

う
に
、
人
の
話
声
が
聞
え
て
来
る
。
純
一
は
又
奥
さ
ん
の
目
が
自
分
の

方
に
向
い
た
の
を
知
覚
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
り
ま
す
の
」

「
こ
ん
度
は
又
二
階
の
下
で
す
。
も
う
こ
ん
度
で
、
あ
ら
か
た
解
決
が
附

い
て
し
ま
ひ
ま
す
」

　

奥
さ
ん
に
詞
を
掛
け
ら
れ
て
か
ら
後
は
、
純
一
は
左
手
の
令
嬢
二
人

に
、
鋭
い
観
察
の
対
象
に
せ
ら
れ
た
や
う
に
感
ず
る
。
令
嬢
が
自
分
の

視
野
に
映
じ
て
ゐ
る
間
は
、
そ
の
令
嬢
は
余
所
を
見
て
ゐ
る
が
、
正
面

を
向
く
か
、
又
は
少
し
で
も
右
の
方
へ
向
く
と
、
令
嬢
の
視
線
が
矢
の

や
う
に
飛
ん
で
来
て
、
自
分
の
項
に
中
〔
あ
た
〕
る
の
を
感
ず
る
。
見

て
ゐ
な
い
所
の
見
え
る
、
不
愉
快
な
感
じ
で
あ
る
。
Ｙ
県
に
ゐ
た
時
の
、

中
学
の
理
学
の
教
師
に
、
山
村
と
い
ふ
お

い
さ
ん
が
ゐ
て
、
そ
れ
が

S
piritism

e

〔
ス
ピ
リ
チ
ス
ム
〕に
関
す
る
、妙
な
迷
信
を
持
つ
て
ゐ
た
。

其
教
師
が
云
ふ
に
は
、
人
は
誰
で
も
体
の
周
囲
に
特
殊
な
雰
囲
気
を
有

し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
五
官
を
以
て
せ
ず
し
て
感
ず
る
の
で
、
道
を
背
後

か
ら
歩
い
て
来
る
友
達
が
誰
だ
と
い
ふ
こ
と
は
、
見
返
ら
な
い
で
も
分

か
る
と
云
つ
た
。
純
一
は
五
官
を
以
て
せ
ず
し
て
、
背
後
に
受
け
る
視

線
を
感
ず
る
の
が
、
不
愉
快
で
な
ら
な
か
つ
た
。（
九
）

■
森
鷗
外
「
雁
」（『
昴
』
一
九
一
一
―
一
三
・
明
治
四
四
年
九
月
―
大
正

二
年
五
月
）

戸
を
明
け
よ
う
と
し
て
い
た
女
が
、
岡
田
の
下
駄
の
音
を
聞
い
て
、
ふ

い
と
格
子
に
掛
け
た
手
を
停
〔
と
ど
〕
め
て
、
振
り
返
っ
て
岡
田
と
顔

を
見
合
せ
た
の
で
あ
る
。

　

紺
縮
の
単
物
に
、
黒
繻
子
と
茶
献
上
と
の
腹
合
せ
の
帯
を
締
め
て
、

繊
〔
ほ
そ
〕
い
左
の
手
に
手
拭
や
ら
石
鹸
〔
シ
ヤ
ボ
ン
〕
箱
や
ら
糠
袋

や
ら
海
綿
や
ら
を
、
細
か
に
編
ん
だ
竹
の
籠
に
入
れ
た
の
を
懈
げ
に
持

つ
て
、
右
の
手
を
格
子
に
掛
け
た
侭
振
り
返
つ
た
女
の
姿
が
、
岡
田
に

は
別
に
深
い
印
象
を
も
与
へ
な
か
つ
た
。
併
し
結
ひ
立
て
の
銀
杏
返
し

の
鬢
が
蝉
の
羽
〔
は
〕
の
や
う
に
薄
い
の
と
、
鼻
の
高
い
、
細
長
い
、

稍
寂
し
い
顔
が
、
ど
こ
の
加
減
か
額
か
ら
頬
に
掛
け
て
少
し
扁
〔
ひ
ら
〕

た
い
や
う
な
感
じ
を
さ
せ
る
の
と
が
目
に
留
ま
つ
た
。
岡
田
は
只
そ
れ

丈
の
刹
那
の
知
覚
を
閲
歴
し
た
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
、
無
縁

坂
を
降
り
て
し
ま
ふ
頃
に
は
、
も
う
女
の
事
は
綺
麗
に
忘
れ
て
ゐ
た
。
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し
か
し
二
日
ば
か
り
立
っ
て
か
ら
、
岡
田
は
又
無
縁
坂
の
方
へ
向
い

て
出
掛
け
て
、
例
の
格
子
戸
の
家
の
前
近
く
来
た
時
、
先
き
の
日
の
湯

帰
り
の
女
の
事
が
、
突
然
記
憶
の
底
か
ら
意
識
の
表
面
に
浮
き
出
し
た

の
で
、
そ
の
家
の
方
を
一
寸
見
た
。（
二
）

　

こ
の
二
つ
の
鷗
外
の
作
品
は
、「
知
覚
」
を
描
く
こ
と
が
ド
ラ
マ
展
開

の
核
と
な
っ
て
い
る
典
型
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
青
年
」
の
小
泉
純
一
は
、

自
由
劇
場
に
「
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
」
を
観
に
行
っ
た
と
き
見
知

ら
ぬ
女
性
た
ち
の
間
の
空
席
に
着
く
。
そ
れ
が
坂
井
夫
人
と
二
人
の
令
嬢

で
あ
る
。
幕
間
で
夫
人
か
ら
脚
本
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
言
葉
を
か
わ
す
が
、
そ
の
次
の
幕
間
で
も
ま
た
声
を
か
け
ら
れ
、
二
人

の
令
嬢
の
好
奇
の
的
に
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
い
る
。
令
嬢
た
ち
と
目
が

合
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
彼
女
た
ち
の
視
線
を
感
じ
て
し
ま
う

こ
と
が
不
愉
快
だ
と
い
う
。
純
一
自
身
は
そ
の
不
愉
快
さ
を
五
官
に
よ
ら

な
い
ゆ
え
の
迷
信
じ
み
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
純
一
の
大
脳
が
他
者
の
視
線
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
夫
人
の
視
線
を
「
知
覚
し
た
」
と
明
確
に
自
覚
し
そ
の

こ
と
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
純
一
は
令
嬢
た
ち
の
視
線
ま
で
も
直
接
確

か
め
て
い
な
い
の
に
感
じ
る
の
で
あ
り
、「
知
覚
し
た
」
と
い
う
意
識
が
、

夫
人
と
の
危
険
な
関
係
を
予
感
さ
せ
、
そ
の
認
識
が
令
嬢
た
ち
の
不
躾
な

視
線
と
し
て
想
像
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
純
一
が
不
快
な
も
の
の
正
体

は
、「
知
覚
」
の
意
識
の
自
覚
を
き
っ
か
け
に
妄
想
し
て
し
ま
う
己
の
自

意
識
な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
あ
と
、
は
じ
め
て
根
岸
の
夫
人
宅
を
訪

れ
、
恋
愛
の
対
象
と
な
る
こ
と
の
な
い
夫
人
と
肉
体
関
係
を
持
つ
に
い
た

る
こ
と
が
、
純
一
の
日
記
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
出
来
事
の
「
心

理
上
の
分
析
」
を
行
っ
た
純
一
は
、「
己
は
あ
の
奥
さ
ん
の
目
の
奥
の
秘

密
が
知
り
た
か
つ
た
の
だ
」
と
、
観
劇
で
出
会
っ
て
以
来
、
夫
人
に
と
ら

わ
れ
て
い
た
理
由
を
「
目
の
奥
の
秘
密
」
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
谷
崎
の

「
刺
青
」
と
同
様
、
こ
こ
で
も
「
目
」
は
、
何
か
を
見
て
い
る
と
い
う
単

純
な
感
覚
器
官
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
心
理
学
的
に
言
え
ば
、
夫
人
の

脳
が
、
何
を
夫
人
に
「
知
覚
」
さ
せ
て
い
る
か
、
な
に
よ
り
純
一
を
ど
の

よ
う
に「
知
覚
」さ
せ
て
い
る
の
か
、が
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
彼
女
の
人
生
を
知
り
た
い
と
い
う
純
一
の
欲
望
を
映
す
も

の
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
純
一
の
関
心
こ
そ
が
、夫
人
の
「
目
」
に
「
奥
」

を
、
さ
ら
に
い
え
ば
人
間
と
し
て
の
内
的
な
深
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。
日
記
の
中
で
純
一
は
、
夫
人
に
対
す
る
自
身
の
記
憶
の
あ
り
よ

う
を
考
察
し
た
り
と
、
自
ら
を
知
る
た
め
に
、
心
理
学
的
分
析
を
実
践
す

る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
為
は
、
純
一
が
近
代
的
な

青
年
で
あ
る
証
と
も
い
え
る
が
、
彼
が
小
説
家
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う

設
定
と
も
不
可
分
な
は
ず
で
あ
る
。

　

一
方
の
「
雁
」
も
、
岡
田
と
い
う
大
学
生
の
意
識
の
あ
り
よ
う
を
描
い

た
も
の
と
読
め
る
小
説
で
あ
る
。
妾
と
し
て
囲
わ
れ
て
い
る
お
玉
を
岡
田

が
認
識
す
る
最
初
の
段
階
で
「
知
覚
」、
次
に
「
記
憶
」
の
言
葉
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
岡
田
が
は
じ
め
て
お
玉
を
見
か
け
た
と
き
、
鬢
の
薄
さ
や

顔
の
平
た
さ
だ
け
、「
只
そ
れ
丈
の
刹
那
の
知
覚
を
閲
歴
し
た
と
云
ふ
に

過
ぎ
な
か
つ
た
」
と
い
う
。
実
は
作
中
、
お
玉
の
印
象
は
登
場
人
物
そ
れ

ぞ
れ
に
違
っ
て
お
り
、
父
親
を
は
じ
め
、
関
わ
り
の
あ
る
男
性
は
す
べ
て
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「
美
人
」
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
の
だ
が
、
お
玉
と
直
接
関
係
を
も
た

な
い
者
た
ち
は
一
様
に
印
象
が
薄
い
。
岡
田
も
例
外
で
は
な
く
、
第
一
印

象
は
平
た
く
薄
か
っ
た
が
、
再
会
し
た
と
き
、
最
初
の
「
刹
那
の
知
覚
」

が
「
突
然
記
憶
の
底
か
ら
意
識
の
表
面
に
浮
き
出
し
た
」
の
で
あ
る
。
岡

田
は
、
お
玉
と
の
間
で
繰
り
返
さ
れ
る
挨
拶
や
、
蛇
退
治
の
事
件
を
経
て
、

親
し
く
な
る
こ
と
で
印
象
が
か
わ
っ
て
い
く
。
岡
田
の
な
か
で
、
こ
う
し

た
経
験
が
恋
愛
の
意
識
に
ま
で
成
長
す
る
気
配
を
み
せ
る
の
で
あ
る
が
、

お
玉
と
は
対
照
的
に
、
結
局
そ
れ
は
自
覚
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
を
見
れ
ば
、
男
女
の
つ
か
の
ま
の
交
流
に
す
ぎ

な
い
が
、
語
り
手
は
複
雑
な
心
理
の
諸
要
素
が
つ
む
ぎ
出
す
世
界
を
描
き

出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

■
有
島
武
郎
「
或
る
女
」
前
編
（『
有
島
武
郎
著
作
集
・
第
八
輯
』

一
九
一
九
・
大
正
八
年
三
月　

叢
文
閣
、
後
編
は
同
年
六
月
刊
）

始
め
て
の
旅
客
も
物
慣
れ
た
旅
客
も
、
抜
錨
し
た
ば
か
り
の
船
の
甲
板

に
立
つ
て
は
、
落
ち
付
い
た
心
で
ゐ
る
事
が
出
来
な
い
や
う
だ
つ
た
。

跡
始
末
の
為
め
に
忙
し
く
右
往
左
往
す
る
船
員
の
邪
魔
に
な
り
な
が
ら
、

何
が
な
し
の
興
奮
に
ぢ
つ
と
し
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
や
う
な
顔
付
き
を
し

て
、
乗
客
は
一
人
残
ら
ず
甲
板
に
集
つ
て
、
今
ま
で
自
分
達
が
側
近
く

見
て
ゐ
た
桟
橋
の
方
に
目
を
向
け
て
ゐ
た
。
葉
子
も
そ
の
様
子
だ
け
で

い
ふ
と
、
他
の
乗
客
と
同
じ
や
う
に
見
え
た
。
葉
子
は
他
の
乗
客
と
同

じ
や
う
に
手
欄
に
倚
り
か
ゝ
つ
て
、
静
か
な
春
雨
の
や
う
に
降
つ
て
ゐ

る
雨
の
滴
に
顔
を
な
ぶ
ら
せ
な
が
ら
、
波
止
場
の
方
を
眺
め
て
ゐ
た
が
、

け
れ
ど
も
そ
の
眸
に
は
な
ん
に
も
映
つ
て
は
ゐ
な
か
つ
た
。
其
代
り
眼

と
脳
と
の
間
と
覚
し
い
あ
た
り
を
、
親
し
い
人
や
疎
い
人
が
、
何
か
訳

も
な
く
せ
は
し
さ
う
に
現
れ
出
て
、
銘
々
一
番
深
い
印
象
を
与
へ
る
や

う
な
動
作
を
し
て
は
消
え
て
行
つ
た
。
葉
子
の
知
覚
は
半
分
眠
つ
た
や

う
に
ぼ
ん
や
り
し
て
注
意
す
る
と
も
な
く
そ
の
姿
に
注
意
を
し
て
ゐ
た
。

而
し
て
こ
の
半
睡
の
状
態
が
破
れ
で
も
し
た
ら
大
変
な
事
に
な
る
と
、

心
の
何
所
か
の
隅
で
は
考
へ
て
ゐ
た
。
そ
の
癖
、
そ
れ
を
物
々
し
く
恐

れ
る
で
も
な
か
つ
た
。
身
体
ま
で
が
感
覚
的
に
し
び
れ
る
や
う
な
物
う

さ
を
覚
え
た
。（
前
編
十
）

ア
リ
ウ
シ
ヤ
群
島
近
い
高
緯
度
の
空
気
は
、
九
月
の
末
と
は
思
は
れ
ぬ

程
寒
く
霜
を
含
ん
で
ゐ
た
。
気
負
ひ
に
気
負
つ
た
葉
子
の
肉
体
は
然
し

さ
し
て
寒
い
と
は
思
は
な
か
つ
た
。
寒
い
と
し
て
も
む
し
ろ
快
い
寒
さ

だ
つ
た
。
も
う
ど
ん
ど
ん
と
冷
え
て
行
く
着
物
の
裏
に
、
心
臓
の
は
げ

し
い
鼓
動
に
つ
れ
て
、
乳
房
が
冷
た
く
触
れ
た
り
離
れ
た
り
す
る
の
が
、

な
や
ま
し
い
気
分
を
誘
ひ
出
し
た
り
し
た
。
そ
れ
に
佇
ん
で
ゐ
る
の
に

脚
が
爪
先
か
ら
段
々
に
冷
え
て
行
つ
て
、
や
が
て
膝
か
ら
下
は
知
覚
を

失
ひ
始
め
た
の
で
、
気
分
は
妙
に
上
ず
つ
て
来
て
、
葉
子
の
幼
な
い
時

か
ら
の
癖
で
あ
る
夢
と
も
現
と
も
知
れ
な
い
音
楽
的
な
錯
覚
に
陥
つ
て

行
つ
た
。
五
体
も
心
も
不
思
議
な
熱
を
覚
え
な
が
ら
、
一
種
の
リ
ズ
ム

の
中
に
揺
り
動
か
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
て
行
つ
た
。（
前
編
十
三
）

　

引
用
は「
或
る
女
」か
ら
だ
が
、前
編
部
分
に
対
応
す
る
先
行
作
品
が「
或

る
女
の
グ
リ
ン
プ
ス
」（『
白
樺
』
一
九
一
一
―
一
三
・
明
治
四
四
年
一
月

―
大
正
二
年
三
月
）
で
あ
り
、
同
内
容
の
箇
所
に
「
知
覚
」
が
用
い
ら
れ
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て
い
る
の
で
、
こ
の
明
治
編
で
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

　

近
代
文
学
史
上
に
あ
ら
わ
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
な
か
で
も
突
出
し
て
個
性

的
な
人
物
な
の
が
「
或
る
女
」
の
葉
子
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
代
と
い
う

日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
諸
制
度
を
整
え
て
い
く
な
か
で
、
葉
子
は
自

ら
の
居
場
所
を
求
め
、
あ
る
べ
き
生
を
求
め
る
。
国
民
を
生
か
す
自
由
を

標
榜
し
つ
つ
、
そ
の
実
管
理
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
近
代
国
家
の
諸
制

度
は
、
目
覚
め
な
が
ら
も
行
き
場
を
も
と
め
て
彷
徨
す
る
女
の
生
を
波
乱

に
満
ち
た
も
の
に
し
て
い
く
。
と
り
わ
け
彼
女
の
性
の
衝
動
は
、
交
差
す

る
男
た
ち
を
翻
弄
し
、
さ
ら
に
は
自
身
さ
え
も
翻
弄
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
含
め
語
り
手
は
、
全
編
に
わ
た
っ
て
彼
女
の
意
識
を
分
析
的

に
記
す
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
彼
女
の
特
質
を

表
現
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

引
用
し
た
二
カ
所
か
ら
、葉
子
が
「
感
覚
」「
知
覚
」
が
麻
痺
し
「
妄
覚
」

（
幻
覚
）
に
陥
り
や
す
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
つ
め
の

引
用
は
、
気
に
染
ま
な
い
再
婚
相
手
の
い
る
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
つ
船
の

出
航
直
後
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
葉
子
は
静
か
に
降
る
雨
の
中
、
甲
板
か
ら

波
止
場
を
眺
め
て
い
る
。
だ
が
そ
の「
眸
」に
は
何
も
映
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
こ
の
と
き
葉
子
は
、
日
本
に
残
し
て
い
く
人
々
の
印
象
的
な
姿
を
思

い
浮
か
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
語
り
手
は
「
眼
と
脳
と
の
間
と
覚
し

い
あ
た
り
」
で
起
こ
っ
て
い
る
現
象
で
あ
り
、「
知
覚
」
は
半
睡
の
状
態
、

し
か
も
こ
の
半
睡
が
破
れ
た
ら「
大
変
な
事
に
な
る
」と
葉
子
自
身
が
う
っ

す
ら
と
思
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
妄
覚
」
を

描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
身
体
ま
で
も
「
感
覚
的
」
に
痺
れ
る
物
憂
さ

を
感
じ
て
い
る
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
妄
覚
」
が
「
感
覚
的
」
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
指
摘
を
想
起
さ
せ
る
。
葉
子
は
、
恋
愛
結

婚
か
ら
逃
げ
出
し
た
出
戻
り
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
両
親
の
後
ろ

盾
も
失
っ
て
、
親
戚
や
残
さ
れ
た
幼
い
妹
た
ち
の
手
前
、
ど
う
し
て
も
気

に
入
ら
な
い
相
手
の
も
と
へ
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
を

厭
う
強
い
念
、
す
な
わ
ち
激
し
く
動
揺
す
る
大
脳
が
彼
女
の
「
眼
」
に
目

の
前
に
実
在
し
な
い
人
々
の
姿
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
葉
子
の
心
配

の
正
体
は
、
行
き
た
く
な
い
と
い
う
思
い
の
ま
ま
に
自
分
が
行
動
し
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
分
自
身
に
自
覚
さ
せ
る
「
知
覚
」
は
眠
ら

せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
こ
の
場
面
は
、
感
覚
的
刺
激
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
大
脳
の
作
用
に
よ
っ
て
、「
知
覚
」
も
「
感
覚
」
も

麻
痺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
葉
子
の

激
し
さ
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

次
の
引
用
は
そ
の
航
海
中
の
夜
の
甲
板
で
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
あ
る
「
知
覚
」
の
後
退
が
、
別
の
「
知
覚
」
の
錯
誤
（「
錯
覚
」）
を

生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
が
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
の
章
に
お
い
て
、

お
目
付
役
の
田
川
夫
人
か
ら
侮
辱
さ
れ
敵
意
を
抱
き
、
い
つ
に
も
ま
し
て

神
経
が
過
敏
に
な
っ
て
い
る
葉
子
の
様
子
が
、「
神
経
の
抹
消
が
、
ま
る

で
大
風
に
あ
つ
た
こ
ず
え
の
や
う
に
ざ
わ
ざ
わ
と
音
が
す
る
か
と
さ
え
思

は
れ
た
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
熱
を
冷
ま
そ
う
と
夜
の
甲
板
に
出
る

と
、
北
の
海
の
外
気
が
、
急
激
に
彼
女
の
体
温
を
奪
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
し
か
し
奪
わ
れ
た
の
は
「
感
覚
」
で
は
な
く
、「
膝
か
ら
下
」
の
「
知

覚
」
だ
と
い
う
。
い
わ
ば
身
体
の
輪
郭
を
つ
く
る
「
知
覚
」
の
意
識
が
後
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退
し
、次
に
大
脳
が
「
音
楽
的
な
錯
覚
」
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
も
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
い
う
、「
錯
覚
」
が
「
感
覚
」
で
は
な
く
「
知
覚
」

の
錯
誤
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
そ
っ
た
表
現
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。「
五
体
も
心
も
不
思
議
な
熱
を
覚
え
」
る
の
は
、
ま
さ
に
大
脳
が
そ

う
「
知
覚
／
錯
覚
」
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

る
理
由
に
「
幼
な
い
時
か
ら
の
癖
」
と
あ
る
の
は
、「
知
覚
」
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
大
脳
の
「
従
来
の
経
験
に
於
い
て
最
も
多
く
反
動
を
喚
起

し
た
る
事
物
を
知
覚
す
」（
前
掲
『
心
理
学
精
義
』）
と
い
う
作
用
が
起
こ

る
か
ら
で
あ
る
。
星
の
光
の
ま
た
た
き
も
、
波
の
音
も
、
す
べ
て
「
錯
覚
」

さ
れ
、「
音
楽
的
な
夢
幻
界
」
へ
と
置
換
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
改
稿
と
心
理
学
の
問
題
を
考
え
て
お
き
た
い
。「
或
る
女
」
の

葉
子
、
す
わ
な
ち
「
グ
リ
ン
プ
ス
」
の
田
鶴
子
の
「
知
覚
」
は
、
た
と
え

ば
（
十
）
の
傍
線
部
と
同
箇
所
を
比
較
す
る
と
「
田
鶴
子
は
半
分
眠
つ
た

様
な
智
覚
で
、
夫
れ
を
意
識
し
な
が
ら
、
若
し
其
の
半
睡
の
状
態
が
破
れ

た
ら
大
変
だ
と
、
格
別
夫
れ
を
恐
れ
る
で
も
な
く
思
案
し
て
居
た
。」
と

一
文
は
長
い
が
、
説
明
が
少
な
か
っ
た
。「
或
る
女
」
で
は
短
文
を
増
や

す
こ
と
で
、よ
り
分
節
化
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
の
主
体
で
あ
る
。「
田
鶴
子
は
」
と
「
葉

子
の
知
覚
は
」
で
わ
か
る
よ
う
に
、改
稿
後
の
「
或
る
女
」
で
は
「
知
覚
」

が
文
の
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
「
心
」「
感
覚
的
」
と
い
う
語

彙
が
あ
ら
わ
れ
て
、よ
り
心
理
学
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
く
に
「
意
識
」
と
説
明
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
「
注
意
」
と
い
う
意
識
を

分
析
す
る
用
語
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
常
に
「
知
覚
」
が

統
合
さ
れ
ず
、「
注
意
」
が
分
散
し
て
い
る
と
い
う
意
識
の
状
態
を
捉
え

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
も
「
事
に
よ
る

と
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
罹
つ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
知
ら
ん
」
と
自
ら
に
言
わ

せ
て
い
る
。

　

同
様
に
（
十
三
）
の
傍
線
部
も
見
て
み
た
い
。
二
文
で
構
成
さ
れ
て
い

る
部
分
だ
が
、
一
文
め
は
い
ず
れ
に
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
文
意
に
変

更
は
無
く
、
田
鶴
子
も
ま
た
幼
い
時
か
ら
気
分
が
上
ず
る
と
「
夢
現
の
や

う
な
音
楽
的
の
錯
覚
に
陥
つ
て
行
」
く
と
あ
る
。
し
か
し
「
五
体
と
心
」

が
熱
に
浮
か
さ
れ
て
行
く
様
を
描
く
二
文
め
は
、
改
稿
後
に
加
筆
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
先
に
「
事
に
よ
る
と
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
罹
つ
て
居
る
の
で
は

な
い
か
知
ら
ん
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
寒
さ
の
た
め
に

膝
か
ら
下
の
「
知
覚
」
を
失
っ
た
こ
と
が
、「
錯
覚
」
す
る
状
況
を
生
み

出
し
て
い
る
と
い
う
説
明
は
、
こ
の
頃
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
起
因
し
た
知
覚

脱
失
が
検
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い（
参
照　
Ｊ
・

シ
ャ
ル
コ
ー
述
、
佐
藤
恒
丸
訳
『
神
経
病
臨
床
講
義
』
一
九
〇
六
・
明
治

三
九
年　

東
京
医
事
新
誌
局
）。
目
覚
め
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
彷
徨
す

る
宿
命
を
た
ど
る
女
の
激
し
さ
は
、「
知
覚
」を
異
常
に
さ
せ
る
ほ
ど
の「
大

脳
」
の
強
さ
と
し
て
描
か
れ
、
そ
れ
が
女
を
さ
ら
な
る
個
性
的
な
人
生
へ

と
突
き
動
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

明
治
中
期
に
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
欧
米
の
心
理
学
は
、
人
間
の

性
質
、
す
な
わ
ち
人
性
を
、
生
理
学
・
物
理
学
の
観
点
か
ら
探
求
す
る
可

能
性
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
文
学
が
人
情
を
心
理
と
し
て
描
こ
う
と
す
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る
レ
ー
ル
を
用
意
し
た
こ
と
に
な
る
。
連
合
心
理
学
も
、実
験
心
理
学
も
、

意
識
を
媒
介
さ
せ
る
か
否
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
文
学
の
テ
ー
マ
と
し
て

「
知
覚
」
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
と
く
に
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
以
降
は
、「
意
識
の
流
れ
」
と
し
て
「
知
覚
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
心
意
発
現
の
プ
ロ
セ
ス
が
複
雑

に
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
こ
そ
が
人
物
た
ち
の
生
の
あ
り
よ
う
を
う
つ
し
出

す
手
法
に
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
は
、同
時
期
に
神
経
衰
弱
や
ヒ
ス
テ
リ
ー

な
ど
の
文
明
病
が
登
場
し
流
行
し
て
い
く
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
鋭
敏
で
あ

る
こ
と
を
超
え
て
病
的
な
ま
で
に
外
界
・
内
界
の
状
況
に
デ
リ
ケ
ー
ト
に

反
応
す
る
「
知
覚
」
の
ド
ラ
マ
が
演
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
過
剰
さ
こ

そ
が
、外
界
・
内
界
を
刺
激
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
も
の
と
み
な
し
、そ
れ
を「
知

覚
す
る
」
＝
「
生
き
る
」
個
々
の
人
生
を
描
き
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
人
物
た
ち
の
個
性
を
表
現
す
る
方
法
と

な
っ
た
「
知
覚
」
だ
が
、
無
意
識
と
い
う
概
念
や
相
対
性
理
論
の
登
場
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
転
機
が
訪
れ
る
の
が
大
正
か
ら
昭
和
期
初
期
、
と
く
に

第
一
次
世
界
大
戦
以
後
の
文
学
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改

め
て
稿
を
継
ぎ
た
い
。
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